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　 この 資料 は,日 本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益

の一 部 であ る機械 工業 振 興 資 金 の 補 助 を受 け,

「昭和5β 年 度C情 報 化 の推 進 ・調 査 研究 」の

一 環 と して と りま とめ た もの で あ りま す
。
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　 近年 わが 国 にお け る コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム技 術,特 に分 散 処 理,日 本 語 情

報 処 理,デ ー タベ ース,マ イク ロコ ン ピ ュー タ等 応 用 技 術 の 進 展 が著 し く,そ

の 利 用 に お いて も,全 産 業 分 野 にお け る生 産か ら事 務 の オ ー トメー シ ョンを始

め,社 会 や 国 民 生 活 の領 域 に おけ る情 報 処 理 シス テ ムの 形 成 へ と拡 が りを 見せ

て い る。

　 この よ うな 事 情 の 中 で情 報 処 理 分 野 の 標準 化 に関 して,新 規項 目の追 加,事

務 分 野 との 対応 等 が 必要 であ り,特 に非 関 税障壁 問 題 と もか らん で,ISO等
　 　 　 　 　 ♂

国際規格 に対 しての整 合性や積極的な参 加が要請 され るな ど,従 来の進め方等

について再検討 の時期 に きてい る。

　 このため,今 後の対 策の検討 に資する 目的で,当 協会では 「情報 処理標準化

調査委員会 」を設置 し,情 報処理標準化 に関 して基本方針,組 織制度上 の問題,

規格作成 ・管理上 の問題 及び標準化の対象 ・内容等 の問題点の整理 を行 った。

　最後に調査 に ご協 力いただいた関係各位 に深 く感謝 し,厚 く御 礼 申し上げ る

次第であ る。
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1　 総 論

　 我が 国 では 国産 の コ ン ピ ュー タが 現 われ 始 め た1960年 頃 よ り,コ ン ピ ュ

ー タ産業 が 芽 出え ,こ れ に 随伴 して,か つ コン ピ ュー タ産 業 を 含 む一 層 広 い情

報処 理 産業 が1960年 代 の 中 頃 よ り徐 々に地 歩 を 固 め,1970年 代 に入 っ

て 急 速 な 発 展 を 始 め,そ れ 以 後 誰 もが 予 測 で きな か った程 の速 さで 進 展 し,社

会 組 織 の多種 多様 な部 分ヘ コ ン ピ ュ一 夕化 が 浸透 しつ つ あ り,こ の傾 向は 今 後

もま す ま す進 行 して い くで あ ろ うと考 え られ る。

　 この よ うな状 況 の下 に,我 が 国 の情 報処 理 産業 の 分野 の 標 準 化 は・1960

年 代 の 中 頃 よ り始 ま り,今 日 まで に約70余 のJIS規 格 を制 定 し て きた。 情

報 処 理 関係 の規 格 は,特 に ソフ トウ ェア に 関す る規 格 は,情 報 処 理 産業 が生 ま

れ る前 の工業 規格 とは 異質 な もの であ るこ と,及 び 情報 処 理 産業 の 進 捗が 既 成

の他 の 産業 に比 べ て,あ ま りに も急 速 であ る こ との こめ に,規 格 作 成 に際 して・

従 来 の 方式 を適 用 して い たの で は,種 々不 都合 を生 じる よ うにな って きた。

　 一 方,1979年4月 には 東 京 ラ ウン ド(多 角 的貿 易 交 渉)が 主 要 国 間 で合

意 され,特 に 今 回は"技 術 的 貿 易 障 害 に関 す る協 定"が 合 意 され た 。 この 協定

は 規 格 ・基 進 に関 す る もの で あ り,各 国の 国 内規 格は 輸 入 障壁 とな る の で規 格

の 国 際的 統一 をは か る とい うも の であ る。 これ は,具 体 的 には 各 国 の国 内規 格

をISO規 格 に準拠 させ よ うとい う こ とであ り,実 際 通 産 省 もJISのISO

準 拠 とい うこ とを基本 方 針 と して 強 く打 ち出 して い る。

　 他方,情 報処理産業 は今後の我が国の基幹産業 とす る ことが国 家方針 として

公 示 され,国 家 政 策 とし てそ の 育 成 の た め に多 くの施 策 が と られ て来 た。

　 上記の よ うな世 界及 び国内情勢 か ら過去十数年 にわた る標準 化の実態 を調査

し,情 報処 理 産業 の 規格 作 成上 の 問題 点 を明 確 に し,そ の 解決 法 を 考 え ・ 今 後

の 標準 化施 策 に反映 さ せ る こ とは 極 め て重 要 な こ とであ る。

　 55年 度 は委 員会 の 設 立 が55年 度 は 委 員会 の 設立 が5.5年 末 で あ った こ と

もあ り,先 ず 問題 点 の 列 挙 と明 確 化 とい うこと に主 点 を 置 くこ とに し・ 委 員会
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で討議 され た 多 くの問 題 点 を以 下 の よ うに3つ に 整 理 ・分類 して 示 す こ と とす

る。

　 2.1　 基 本 方針 ・組 織 制度 上 の問 題

　 2.2　 規 格 作成 ・管 理上 の 問題

　 2.3　 標 準 化 の 対 象 ・内容上 の問 題

こ こで,

　 2.1はGATT承 認 とい う国 際 情 勢 の下 で,　 JISとISOと の 関係 にお け

る具体 的 問 題,情 報処 理 産 業 とそ の 関 連 分 野 との 問題,標 準化 に 際 して の組 織

・制 度 上の 問 題 及 び 規 格 作 成 の 過 程 で 必須 とな る予算 上 の 問題 であ る。

　 2.2は 規 格 作 成 ・管 理 上 の 問題 を 論 ず るが,先 ず,情 報 処 理 の 分野 に おけ る

規格 の性 格 を考 察 し,次 に 情報 処 理 の 分 野 の 規 格 を 分 類 し,最 後 に各 分 類 し た

小分 野 に つ い て 規 格 の現 状 及 び作 成 時 期 を論 ず る。

　 2.3は 情 報 処 理 分野 とい った場 合,ど こ まで を含 め る か とい う問 題,用 語 の

問題,JIS化 が 必 要 な 分 野 のISOに おけ る作 業 の現 状,及 び今 後 早 急 に 標

準化 す べ き分 野 として どの よ うな もの が あ るか,そ の列 挙 と必 要性 に つ い て の

指 摘 であ る。
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皿　 各 論

2.1　 基 本方 針 ・組 織 制 度 上 の 問 題

　 (1)国 家 方 針 か ら生 ず る問題

　 　 　 ISO準 拠 とい う国 家 方 針 か ら具 体 的 には 次 の3つ の 問 題 が 生 ず る。

　 　 (D　 既成 のIS(又 はDIS)と 既 成のJISど の間 の矛 盾 が あ る場 合 の

　 　 　 処 置

　 　 　 　 これ は,特 にISOに 先 行 してJISが 制 定 さ れ た 場合 に は 必然 的 に

　 　 　 起 る問題 で あ る。 ま た,ISOで 制 定 され た 後 にJISが 制 定 され た 場

　 　 　 合 で も今 ま では,JISとISOは 一 応 別 であ る とい う方 針 が あ った の

　 　 　 で,我 が 国 に お い て不 適 当 で あ る と判 断 され た事 項,又 はISO規 格 の

　 　 　 あ る事項 が 一 般 論 と して 妥 当 でな く,か つ,そ れ につ い て一 層 良 い案 が

　 　 　 あ った もの は,JIS独 自の規 格 に な って い る場 合 が あ る,前 者 に お い

　 　 　 て,た また まJISの 方 が 先 に制 定 され て い った た め に矛 盾 が 起 った と

　 　 　 い う場合 は,JISをISO規 格 に合 わ せ るよ う改 正 す る とい う処 置 を

　 　 　 とれ ばあ ま り問題 は な い が,後 者 の 場 合 は㈹1旧 及 び(4XiDの 問 題 と関 連 す

　 　 　 る本 質 的 な問 題 で あ る。

　 　 (ii)今 後 のISO規 格 に 日本 の意 見を 反映 さ せ る具 体 策 に 関 す る問 題

　 　 　 　 ISO準 拠 とい う方針 か ら今 後はISOでIS(又 はDIS)と し て

　 　 　 制 定 さ れ た もの をJIS化 す るのがJIS制 定 の 一 般 的 手順 とな ら ざ る

　 　 　 を え な い。 した が って,日 本 の 意 見をISへ 反 映 させ る には,そ れが ワ

　 　 　 ー キ ン グ ドラフ ト(WD)又 はDPの 段 階 の時 期 に積 極 的 にそ の作 成 に

　 　 　 参 加 し,か つ 日本 の意 見を十 分反映 さ せ て お く以 外 に具 体 的 方 策は な い。

　 　 　 しか っ,多 くの 場 合,WD又 はDPは ア メ リカ又 は ヨー ・ ッパの ど こか

　 　 　 の国 が 主 とな ってWGの よ うな もの を組 織 して 作成 され,そ の 会 議 場 所

　 　 　 は ア メ リカ又 は ヨー ロ ッパ であ り,か つ,か な りの 頻度 で開 催 され る。

　 　 　 そ のた め,現 状 では 日本 か ら代 表者 が 出席 す る こ とは ほ とん ど不 可 能 で
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　　 で あ り,日 本 の 意 見はDP又 はDISと して の 投 票 時 に コ メ ン トと して

　　 文 書 で 提 出す る 程 度 で,全 く受 身 の立 場 に立 た ざ る を得 な い の が 実 情 で

　　 あ る。

　 (iii)　JIS特 有 の 事 項 の処 理 に 関 す る問題

　　 　 情報 処 理 産業 に は ア メ リカや ヨー ロ ッパ諸 国 とは 本 質 的 に異 な る 日本

　　 独 自の 事項 があ る。 例 え ば,一 般 に情 報 処 理 にお け る文 字(character)

　　 の体 系 を考 え る際 に,従 来 のISO規 格 に お い ては,仮 名 及 び 漢 字 の こ

　　 とは 全 く考 慮 さ れ て い な い。 この よ うな 我が 国 固 有 の事 項 の 標準 化 に 関

　　 みは,日 本 が 主 導 的 にWD又 はDPを 作 成 す る必 要 が あ り,そ の た め に

　　 は,㈹ に述 べ た よ うにWGに 積 極 的 に 出席 して意 見を反 映 させ る以 外 に

　　 方法 がな い 。 も ち ろんWGを 我 が 国 で 開 催 す る こ と も必 要 で あ ろ うが,

　　 ア メ リカや ヨー ロ ッパ で 開か れ た 場 合,そ れ へ の代 表 の 派 遣 費 を含 め て

　　 現 態勢 では 身動 きが とれ な い と い う問題 が ある。

(2)　関連 分野 との問 題

　 (i)　 ISO/TC95,　 TC97の 問題

　　 (イ)　合併 の 問題

　　 　 　昭 和54年11月 に ス ペ イ ン国 マ ト リッ ドで 開 催 さ れ たTC95/

　　 　 97JOINT　 MEETINGに 於 て,　 TEXT　 COMMUNICATION

　　 　 及びFACSIMILE　 COMMUNICATIONの 取 扱 い に 関す る両 委

　　 　 員会 の組 織 及 び 連 絡 上 の 諸 問 題 解 決 の た め にTC95/97のAD

　　 　 HOC　 GROUP　 の 結 成 が 決 議 され,数 回 の国 際 会議 が も たれ た あ

　　 　 と,TC95とTC97の 従 来 のLIAISON及 び担 当 分野 の 種 々の問

　　 　題 に飛 火 し,AD　 HOC　 GROUPは 次 の 問題 点 に関 しLETTER

　　 　 　 BALLOTを と る こ とを 進言 した。

　　 　 ①TEXT　 COMMUNICATIONとFACSIMIL

　　 　 　 COMMUNICATIONのNEW　 　SCを 設 立 す るか 否 か。

　　 　② 　 TC95内 の幾 つ か のSCをTC97へ 移 行 す るか
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③TC95とTC97を 合併 す る か。

　　 LETTER　 BALLOTの 結 果 は,① 項 に関 して 多数 の 国が 賛 成,

② 項 及 び③ 項 に対 しては 賛 否 半 々で,日 本のTC95とTC97は ほ

ぼ 同 意 見で③ 項 に対 しては 反 対 の 立 場 を と った。 然 しなが ら昭 和55

年9月 日本以 外 の全 出席者 の 同意 でTC95とTC97の 合 併 が 決 議

　案 とな り,昭 和56年2月 ジ ュネ ー ブ で行 われ た第3回AD　 HOC

　　 GROUP国 際会 議 で は 日本 のTC95以 外 は 回 答 のな か った 国 を

　除 き全 メ ンバ ー国がTC95/TC97合 併 に 賛成 し た。(そ の 後 日

　本 のTC95国 内委 員会 と して も反 対 を と り上 げ る方 向で 検 討 が 進 ん

　で い る。)

(ロ)合 併 後 のNEWTC97に つ い て

　 a)　 SCOPE

　　 t`STANDARDIZATION,INCLUDING　 TERMI-

　　 NOLOGY　 AND　 DEFINITIONS,IN　 T耳E　 AREA

　　 OF　 INFORMATION　 SYSTEMS,INCLUDING

　　 COMPUTERS　 AND　 OFFICE　 EQUIPMENT.

　 b)NEW　 SC

SC17

SC18

SC19

(づ　 国内の対応

Identification　 and　 Credit　 Cards.

Text　 Preparation　 and　 Interchange

Office　 Equipnent　 and　 Supplies

(TC95/SC4,　 SC5,　 SC6,　 SC9,　 SC12,

SC14,　 SC15,　 SC16)

　 年 商7,000億 円 の事 務 機械 業 界 と年 商1'兆2,　 000億 円の 電 算 機

業 界 が一 つ のTCに ま とま る こ とに よ る種 々の 問題 を解決 しな け れ ば

な らな い。　　　　　　　　　 一
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　 a)所 管官 庁 と団 体 の 問 題

　 　 　 現 在TC95は 機 械 観 格 課 一 日本 事 務 機 械 工業 会,　 TC97は 電

　 　気 規格 課 一 情報 処 理 学 会 等 と異 った 官庁,団 体 が 各 々作 業 を担 当 し

　 　て い るがNEW　 TC97に 対 す る対 応 を 早急 に具 体 化 す る 必 要 が あ

　 　 る。

　 b)組 織 の 巨大 化の 問 題

　 　 　現在 日本 のTC95の メ ンバ ーlt　24名,　 TC97の メ ンバ ーは

　 　 34名 で構 成 され(付 録1.参 照),両 方 の委 員 会 の メ ンバ ー にな っ

　 　 てい るの は2名 であ る。 そ の ま まの メ ンバー で構 成 す る と56名 と

　 　な り審 議 の密 度 に問 題 が生 じる。 又SC19の メ ンバー を しぼ る と

　 　 専門 分 野 の 片 よ りに よ る審 議 の 不 十 分 さが さ け られ ず この 問題 はあ

　 　 らゆ る角 度 か ら検 討 を加 え 良 い 方法 を 見つ け 出す 必要 が あ る。

　 c)Text　 C.とFaxCのNewSC

　 　 　 日本 の 委 員会 はNewSCを 早 急 に設 立 してTC97に お い て考

　 　 え られ るEX　 PERTを 集 め て 直 ち にス ター トす る こ とが 必 要 であ る。

　 　 そ して うま くこのNEW　 SCが 働 く結 果 を み て,他 のSCの 組 織

　 　構 成 を 考 え る こ とが 大切 で あ る。TC95とTC97は 共 にISO

　 　 分野 の 中 で も新 しい 技 術 分 野 を もち,今 后 も発 展 して ゆ くた め この

　 　 問題 解 決 が 将 来 のISO活 動 に投 ず る影 響は 大 きい と考 え られ る。

←)合 併 を機 に新 し くと り くまね ばな らぬ 問題

　 　 TC95は 単 能 機 を 中心 と した人 と機械 の 接点 部 分(例 え ば キー の

　 配 列),す な わ ち・・一 ド中 心 の標 準 化が 主 体 であ り,一 方TC97は,

　 デ ィス クや磁 気 テ ー プな どハ ー ドの 標 準 化 だけ で な く,シ ス テ ム,プ

　 ロ グ ラム言 語等 い わ ゆ る ソ フ トの 標 準 化 も重 要な 部 門 であ った。 最 近

　は 事 務 機械 の 分 野 にお いて も事 務 機 械 の シス テ ム化,複 合 化,イ ンチ

　 リジ ェン ト化 に伴 い ソ フ ト面 の標 進化 の重 要性 が 増 す であ ろ う し,一

　 方電 子計 算機 の 分野 に お い ては,分 散 処理 の傾 向 を通 して,従 来通 り
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　ハー ド面,ソ フ ト面 両方 の 標 進化 の 必要 性 が よ り広い範囲 にわた って生

　じて くる と思 わ れ る。 した が って,合 併 を機 に 新 しい 情 報 処 理 機械 分

　野 の標 準 化 の 方 針 を固 め る よい 機会 で もあ る。 ま たTC95とTC97

　ど ち らで も扱 って いな か った テー マも発 見 で き る可 能 性 もあ る と思 わ

　 れ る 。

　　 ま たTC95は,標 進 化 の狙 い を一 般 の使 用 者 に置 い てい るの に対

　 し,TC97は,機 器 及 び ソ フ トの製 作者 に狙 い を お い て い た とも云

　え る。 今 后NEW　 TC97は この 問 題 も検 討 の 課 題 と して ゆ くこ と

　が よい結 果 を 生 む と考 え る。

帖)　 関連 分 野 との 問 題

　　 Text　 C,　 Fax　 C　 の 標 準 化 につ い ては 通 信 機 械 工業 会,オ フ ィス

　 ゴ ン ピ ュ一 夕に つい て は 電 子 機 械工 業 会 とそ の範 囲 等 につ き早 急 に十

　 分検 討 の上決 め る必 要 が あ る。

　　 ま71二SC17　 1dentification　 and　 Credit　 Cards

　 の 分野 は 流通,銀 行,電 算機,事 務 機械 等多 くの 関 連 分 野 を も って お

　 り,現 在ISOレ ベ ル で 標 準 化 が どん どん 進 ん でい るが 日本 と して は

　 ま とま らな い状 況 にあ る点NEW　 TC97と して早 急 に 問題 解決 に と

　 り くま ね ばな らぬ問 題 で あ る。
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付　 録 　 1

　　　　1SO/TC95/TC97 JAPANESE　 COMMI　 TTEES　 ORGANIZATION

。TC95　 Japanese　 Committee-

　　　 (24Menbers)

　　　　　SC　 4(11Menbers)

SC　 5(　 3

SC'6(　 4

SC　 9(10

SC12(10

SC14(13

SC15(16

SC16(11

SC17(22

SC18(16

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

)

)

)

)

)

)

)

)

)

　　　Japan　 BUsiness　 Machine

　　　　　　　　 Makers　 Association

　　　　　　　　　　 (Secreuariate)

TC95　 MENBER'S　 F　i　rm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 *　 　　　　　　　　　　*

　 Sanei,　 Tokyo　 Keiki,Nippo,　 NCR,　 Sharp　 Toshiba,

　　　　 *　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*

　Fujitsu,　 Cannon,　 Osaka　 Univ.,　 Tokyo　 Univ,,'

　　*　 　 　　　　　 　　　　*　 　 　*　
NTT,　 Mitsubishi,　 IBM,MITI,Brother,　 Shinko,

　　　　　　　 *　 　　　　 *　 　　　　　　　　　'

　 Ricoh,　 NEC　 UNIVAC,　 OKI,　 MinistryOF

　　　 *　 　　　　 　　　　　 　　　 *

　 Postsl　 Service　 JBMA,　 Hitachi,

Business　 Machine　 Annual　 P　roducti　 on

　　 ¥700Billion($3.5　 Billion)

　　　　　　　 66%　 Export

。TC97　 Japanese　 Committee-

　　　　(34Menbers　 )

C

C

C

C

C

C

C

S

S

ひb

S

S

S

S

1

2

3

5

6

7

9

SC10

SCll

SC12

SC13

(17Menbers)

(15

(22

(21

(19

(21

(18

(19

(29

(13

(20

SC14(24

SC15(13

SC16(22

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

　　　　Information　 Processing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Society　　　　　　 A
ssociation(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　th

e

　　　　　　　　　 (Secretariate)

TC97　 MENBER'S　 Firm

*

Univ,

　　of　　　　　　　 )

Learned

　　　　　　　　　　 *

Seikei　 Uni%

　　　*　 　　 *　 　　　　 *
Fuj　i　t　su,　OKI,　 Tokyo

　 *

NCR,　 Tokyo　 Elec

IBM,　 NTT,　 Ministry　 OF　 Defense

*
Sanno　 Univ　 Hitachi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*

　　　　　　　　　　　　　　　Power,　 Fuji　 Bank,NEC

　 Ministry　 OF　 Postal　 Service,　 Rikkyo　 Univ

　　*

　MITI,　 Chiyoda　 Construction,　 Shiseido.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*　

Tsukuba　 Univ,　 UNIVAC,Toshiba,　 JEIDA

Computer　 Amal　 Ppoduction

　　 ¥1,200Billon($60　 Billion)

　　 *MARK:Firm　 Which　 is　 The

　　　　　　　　　 Menber　 For　 Both　 Co㎜ittee
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(ii)　TC97・TC46の 問題

　 　 ISO/TC　 ドク メ ンテ ー シ ョン とTC97の 業 務 範 囲の 区 分を 見 る

　 と,日 本 のJISの 業 務 範 囲 と喰 違 いが あ る。.すな わ ちJISは 工業 に

　 お け る物 が 関連 しない 場合 　 　特 に情報 そ の もの で あ る と き　 　 は 取 り

　 上 げ ない がTC46は 沢 山 の項 目を 取 り上 げ てい る。純 粋 の コン ビ ュー

　 タ関 係はTC97で あ りJISの 情 報 部 門 で も取 り上 げ てい るが,純 情

　 報 とコ ン ピ ュー タの境 い 目に くる問題 では 喰 違 いが 目立つ。

　 　 例 えば,ISOで は キ ャ ラク タ ・セ ッ トの 問題 はTC97で は な く・

　 TC46の 担 当で あ る。

　 　 一 方 でJIS情 報 処 理 で 広汎 に と り上 げ て い る コー ド化 の 問題 は・

　 TC97もTC46も ほ とん ど取 り上 げ て お らず,　 TC46の 取 扱 った

　 コー ドと しては 僅 か に国 名 コー ドと言 語 コー ド,図 書 コー ド,雑 誌 コー

　 ドが あ るだ け であ る。

㈹ 　 工 業 製 品 でな い もの

　 　 TC46は 情 報 では あ るが 工 業 製 品 とは い えな い もの を 数 多 く含 ん で

　 い る。 例 え ば,文 献 の書 誌 的記 述 法DP690や,同 書 詩 的 記述 にお け

　 る書 名 ・詩 名 の省 略法ISO4は,JISが 到底 取 り上 げ る とは 考 え ら

　 れ な い もの であ る。 ま た,資 料 の イ ンデ ク シン グの 原 則DIS5963も

　 同 じ例 で あ る。

　 　 学 術 雑 誌 の 目次 の 構 成ISO　 R18,出 版 物の 索 引構 成 法ISO999・

　 論 文の 体 裁DIS5966,等 も物 との 関 連 の薄 い 例 であ る・

　 　 以 上は 工業 製 品 関係 では な い に せ よ,一 つ の 立 派な 専 門(資 料 の 取 扱

　 い,ド ク メ ンテ ー シ ョン)に お け る標 進 化 としては 重 要 な 項 目であ り・

　 日本 にお い て も標準 化 の必 要 が 感 じられ て い る'。これ がJISで は 将 来

　 とも取 り上 げ る 見込 が な い とす れ ば,別 種 の 情 報 関係標 準 化 体 系 を作 る

　 こ とにな って も,止 むを得 な いで あ ろ う。 この 種 の 標準 化 の 必 要性 に つ

　 い ては 科 学 技 術 会 議 に対 す る総理 大 臣 か らの諮 問 に対 し て,同 会 議 は
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　 　 「四号 答 申 」に お い て 明 白に 答 申 して い る。

　 　　 いま まで の とこ ろ,JISと は 別 の 規格 を制 定 す るた め の 立 法 は行 わ

　 　れ て お らず,行 政官 庁 の 「基 準 」が よ うや くで きた 段 階 で あ る。ISO

　 　に対 応 した 国 家規 格 を確 立 す る こ とが 国 の 施策 で あ る とす るな ら,JIS

　 　か らは み 出 した,こ の純 粋 情報 に 関 す る規格 をい かな る形 式 で制 定 す る

　 　 かが 大 き な問題 とな って くる。

　 　　 次 に現 在 のJIS情 報 処 理部 門 の 中 にあ るお び た だ しい数 の コー ドの

　 　規 格が 問題 にな る。 これ ら個 々の コー ドは 情報 処 理 部 門 とは ほ とん ど関

　 　係 が な い こ とは,現 在 そ の 制 定 作業 の 進 め方 の 実 体 を 見れ ば 明 らか であ

　 　 る。 も し コー ドの 範 囲 を進 めて,ピ ク トグ ラ ム(絵 文 字)を も取 扱 う と

　 　 なれ ば,問 題 は ひ と しお で あ る。

(3)組 織 制 度 上 の 問題 及 び 提案

　 　 従 来 は 多 くの 場合,ISOで あ る分 野 の規 格がDISの 段階 に な る と,

　 そ れ のJIS原 案作 成 委 託 が工 業 技 術 院 か ら情報 処 理 学 会,(財)日 本 情 報

　 処 理 開発 協 会 又は(社)電 子 工業 振興 協 会 に 出 され,JIS原 案が 作 成 さ

　 れ て きた。 このJIS化 に関 す る過程 上 に も以 下 の よ うな 提 案 及 び 問題 が

　 あ る。

　 (D　 何 をい つ 標準 化 すべ きか を定 常 的 に審 議 す る組 織 の 必 要性

　 　　 ISOで 話題 に な る よ うな 分野 は 確 か に世 界 でそ の 必 要性 を感 じて い

　 　 る もの では あ るが,従 来 の よ うなJIS化 の 過程 だけ であ る と,日 本 の

　 　 国 内の 要 求 を 必ず し も満 た さ な い だけ でな く,常 に受 身の 立 場 に立 た ざ

　 　 るを得 な くな る とい う問 題 が あ る。 そ こで,日 本 固有 の国 内事 情 を常 に

　 　 観 察 して,同 時 に そ れ をISOの 場 の 中でいかに,か つ,い つ 標 準 化 して

　 　 い くか とい う ことを 定 常 的 に審 議 す る組織 が是 非 必 要 で あ る。

　 (ii)通 産 省本 局,　 JISC,工 業 技 術院,日 本 規 格協 会 に関 す る問題

　 　　 ISO準 拠 とい う こ と及 び情 報 処 理 産業 を基 幹 産業 とす る とい う国家

　 　 方 針 か ら,標 準 化 に 関す る組 織 ・制 度 を 再検討 す る必 要 が あ る と考 え ら
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　 　る。 現在 の 実 態 はJISCは 形 式 的 な組 織 であ り,工 業 技 術 院 は 事 務 局

　 的 役 割 を行 い,日 本 規 格協 会(以 下 規 格 協会)は 出版 に 関 す る仕 事 を行

　 　って い る。 した が っ て,標 準 化 に 関 して 何 か 強 力な 施 策 を行 い うる のは,

　 本 局 だ け と考 え られ る。(Pに 述 べ た よ うな 組織 は 本 局 に直結 した形 でつ

　 　くられ な けれ ば有 効 に機 能 しな い であ ろ う。 また規 格 協会 を 強 化 して

　 　ANSIの よ うな 活動 を行 わ せ るの も一 つ の方 策 で あ ろ う。 具 体 的 に い

　 　か に す べ きか早 急 に解 決 しな けれ ば な らな い 問題 で あ る。

　 　 一 例 と して,ANSIのX3J3の 活 動 状況 を述 べ る と,現 在FOR-

　 　TRAN8Xの 原 案 作 成 を行 って い るが,隔 月 に ア'メ リカ各地 で ホ テル に

　 宿 泊 して,約1週 間 か けて会 議 を 開 き,約50人 の 企業,団 体,大 学,

　 　研 究 所 か らの委 員 が毎 回参 加 して い る。 会 議前 に100ペ ー ジ余 の文書

　 　が,会 議 後 に100ペ ー ジ余 の 議事 録 が 委 員 に送 付 さ れ て い る。FOR-

　 　 TRAN77の 時 代 か ら既 に10年 以上,こ ・の よ うな 活 動 が続 け られ て い

　 　る。 これ に か け られ て い る費用 と組織 の熱 意 を考 え る と,FORTRAN

　 　の よ うな 大 きな 規 格 を 日本 が主 導 的 に作 成 す る こ とは,現 在 の 態 勢 では

　 　到 底 不 可 能 と思 わ れ る。

　Oli)原 案 委 託 先 の 問 題

　 　 　従 来 は 情 報 処 理 学 会,(財)日 本 情 報処 理 開発 協 会 又 は 電子 工業 振 興

　 　協 会 であ った が,こ れ らの 事 務 局 では,経 費 的,組 織 的,人 員 的 に事 務

　 　量 の増 加 の た め に 大 きな 負担 が 担 当 者 に かか ってい るの が実 情 で あ る。

　 　情 報 処 理 学会 に お い ては,規 格 委 員 会が 原 案 作 成 に経 費 補 助 を行 って い

　 　 るが,情 報 処 理 学会 全 体 予算 に おけ る規 格 委 員会 の予 算 額 が あ る程度 以

　 　上 大 き くな る こ とが で きない ほ ど,組 織上 で の 問題 が あ る。

(4)予 算 上 の 問題

　 　 (1)(ID,㈹ に 関 して,ま た(3)(ii),㈹ に関 して,何 等 か の具 体 的 施 策 を 行 う

　 には,結 局 予 算 の 裏 付 け が 必 要 であ る。 さ らに2.2(4),(5)を 実 現 す るた め

　 には 従 来 の 予 算 費 目を 変 更 す る必 要が あ る。 これ らに つ い て以 下 に述 べ る。
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(i>重 要 な規 格 につ いて は 本 局 で 予 算 を付 け る よ うにす る

　　 情 報 処 理産 業 を 基 幹 産業 とす る国 家方 針 及 びISO準 拠 とい う建 前 か

　 らは,将 来 を洞 察 して何 が 重 要 な 規 格 で あ る か を 判断 して,必 要 な もの

　 には 本 局 が 予 算 を 付 け る よ うにす る よ う提案 す る。 これ の 理 由は 既 に(1)

　 (ii),(m),及 び(3)(li),㈹ に述 べ た 。

㈹ 　 ISO国 際会 議 へ の派 遣 費 の問 題

　　 既 に(1)(ii　),　　　　　(iii)に述 べ た よ うにISOの 場の 中 でJIS化 を行 って い く

　 には,結 局は 規格 作成 の 初 期 の段 階 か ら積 極 的 にWGに 参画 す る必要 が

　 あ る。ISOの 国 際 会 議 は,普 通Plenaryが 会 議 期 間 の 最 初 と最後 に

　 開 かれ,中 間 は複 数 のWGが 問題 別 に並 行 して 開 か れ る。 この た め 少な

　 くと もそ のWGの 数 だ け の 代 表 が い な い と全 く参 加 で きな いWGが あ り

　 う るこ とにな る。 また,日 本 人 は一 般的 に言 語 的 に不 利 であ るの で,重

　 要 なWGに は 複 数 人 出席 して,そ れ を補 う必 要 が あ る,さ らに,少 な く

　 とも一 人 は 定常 的 に毎 回 出席 して,そ のSCの 過 去の 成 行 きを心得 て,

　 会 議 の空 気 に適 応 して い かな い と効 果 的 な活 動 は で きない の が 実 情 で あ

　 る。

　　 また,企 業 に と って 直 接 的 利 害 関 係の うす いSCの 国 際会 議 には,一

　 般 的 企業 か ら代表 を送 る こ とは 現 在 ほ とん ど不可 能 で あ る。 直 接的 利 害

　 関 係が な くて も本 質 的 には,又 は 将 来 は 重 要 なSC(例 え ば;SC1,

　 SC7な ど)に 関 す る場 合,こ の よ うな現 状 には 問題 があ る。

　　 さ らに,代 表 が 大 学 関 係 者 の 場 合,情 報処 理 学 会 では 学会 と規格 協 会

　 で半 額 ず つ 旅 費 を補 助す る こ とにな っ てい るが 今 ま では 予 算 が 少 な いた

　 め毎 回 出席 す る こ とは で きな い よ うに な って いた 。 この よ うに 派 遣 費の

　 予算 に 関 しては 多 々問題 が あ る。

⑩ 　 予 算費 目の 問 題

　　 FORTRAN,COBOL,PL/1の よ うな 大部 の規 格 は,ア メ リ カで

　 は コ ン ピュー タに よる編 集 を行 っ てい る。 我が 国 で も現 在(1981年
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2月)改 正原 案 作 成 中のFORTRAN,及 び改 正 原 案 を1980年4月

に 提 出 したJIS用 語 につ い ては 実 際 に コ ン ピ ュー タに ょ る編 集 を行 っ

た。 しか し,補 助 金 の 使途 は 従 来 の交 通 費,翻 訳 料 な どの 費 目に 限 られ,

コ ン ピ ュー タ入 力の た めの 費 用 に補 助 金 を利 用 す る こ とが で きな い 。 原

案 作 成 委 員会 の メ ンバ ーは 交 通 費,翻 訳 料 な どは 予 算 不足 の 場合 には,

恐 ら く無 料 で も作業 をす る熱 意 を も って い る と想 像さ れ るの で,む しろ

コ ン ピュー タ入 力の た め の費 用 に補 助金 が投 入 で き る こ とが望 ま しい。

以 上 は 一 例 であ る が,時 代 の 変遷 に沿 って 予 算 費 目の 見直 しをす る必 要

があ る。
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2.2　 規 格作 成 ・管理 上 の 問題

　 (1)情 報処 理 に おけ る規 格 の 性 格

　 　 (D　 規 格化 対 象 の特 異 性

　 　 　 　 す でに数 多 く制 定 され てい る規 格 の 中 で,情 報 処 理 関係 は やs特 異 な

　 　 　 性 格 を持 って い る。 大 分 類 を眺 めて み る と,直 接 ・間 接 に 工業 製 品 の生

　 　 　 産 に かsわ る ものが 殆 どで あ り,そ の 中 にあ って情 報処 理 とい う分 類表

　 　 　 題 は,取 扱 う対 象 が 物 やそ れ の 加 工 に 関す る もの では な い・ とい う点・

　 　 　 及 び 「処 理 」を 対 象 とす る,と い う点 にお い て,か な り異 質 な 対 象 と言

　 　 　 え る。

　 　 　 　 特 異性 に つ い て,さ らに深 く考 え て み る と,そ れ は 次 の 点 に 要 約 され

　 　 　 るであ ろ う。

　 　 　 (イ)変 化 が激 し い

　 　 　 　 　 情 報 処理 の技 術 基 盤 を 支 え るエ レ ク ト・ ニク スは,ま だ 若 い技 術 で

　 　 　 　 あ り,ま さ に 日進 月歩 であ る。 特 にLSIの 集積 度 向上 に よ って,マ

　 　 　 　 イ ク ロ ブ ・セ ッサ を 含 む コ ン ピ ュー タの 適用 領域 は,量 的 ・質 的 に拡

　 　 　 　 大 の一 途 を た ど りつyあ り,こ れ らの 多 くは 直 接 ・間接 に標 準 化 に影

　 　 　 　 響 を与 え て い る。

　 　 　 　 　 急 激 な 技 術の 進 歩 と適 用領 域 の拡 大 は,多 くの 場 面 にお い て彩 しい

　 　 　 　 個 別的 規 約 が作 成 者 側 の 論理 に 基 づ いて 設 定 され,既 成事 実 とな って

　 　 　 　 い き,こ れ らの 各 々が 新 た な 規 格 とな った り,あ るいは 規 格 とな る可

　 　 　 　 能 性 を もった りす る こ とを意 味 す る。 言い 換 えれ ば,情 報 処 理 の規 格

　 　 　 　 集は,他 の 規 格 集 に 比 べ て 急 速 に厚 さ を増 す 可 能性 を も って い る。 ま

　 　 　 　 た,個 々の対 象 につ い て,標 準 を決 め る作 業 は,既 成規 約 が 乱立 して

　 　 　 　 い る こ との 多い 情 報処 理 の 分野 では,極 め て困 難 な もの とな る。

　 　 　 　 　 技 術 の 進歩 発 展の 激 し さは,同 時 に 標準 の陳 腐 化 を もた らす。 そ れ

　 　 　 　 は 標 準 の 内容 は 勿 論,時 に は規 格 一 式 を事 実 上 陳 腐 化 して しま う。 従

　 　 　 　 って,情 報処 理 分 野の 規 格 は,他 に比 べ て遙 か に短 い周 期 で 改 訂 を要
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L

　 　 請 され る もの が 多 く,こ の た め の作業 も また莫 大 な もの に な る。

㈹ 　 慣 性 が 大 きい

　 　 ソフ ト ウェアの 寿 命 が,実 は 意 外 に長 い とい う こ とは,変 化 が 激 しい

　 点 と一 見 して矛 盾 す るか に 見え る。 しか し,情 報 処 理 に 於 て,処 理 を 司

　 るもの は ハー ドウ ェア で な く,ソ フ トウ ェアで あ る。 個 々の 八 一 ドウ ェ

　 ァは,技 術 進 歩 と共 に 製 品寿 命 が 尽 きれ ば 置 き換 え られ て い くが,ソ フ

　 トウ ェアは 若 二Fの手 直 しは あ って も大部 分は 新 しい ハ ー ドウ ェアに 引継

　 が れ る。

　 　 ハ ー ドウ ェア ・メー カは,自 社製 品 内 で の ソ フ トウ ェア互 換性 を 売 り

　 物 に し,使 用者 は 言 語 仕様 の標 準化 の援 け を借 りて 自 己 が 開発 す る ソ フ

　 トウ ェアの 移行 性 を上 げ る努 力 を続 けて 来 た。 そ の結 果,ソ フ トウ ェ ア

　 の寿 命 は,利 用 環 境 さ え安 定 してい れば ハー ドウ ェア よ り遙 か に長 い。

　 例 え ば,あ る著 名 な ベ ス トセ ラー で あ る ソフ トウ ェア製 品は,IBM360

　 用 に作 られ て以 来,幾 多 の ハ ー ドウ ェアの 変 遷 や機 能 追 加 を経 て,す で

　 に13年 の 生命 を保 ち,今 な お販 売 され て い る。 そ れ は あ た か も18世

　 紀 に書 か れた バ ッハや ヘ ンデ ルの楽譜 が 殆 どそ の まま 現 代 の ピア ノや 電

　 子 楽 器 で 　 い られ る の に似 て い る。

　 　 現 在 の ソ フ トウ ェア 蓄積 量 は膨 大 な もの で あ る。 今 仮 りに 日本 に設 置

　 され て い る コ ン ピ ュー タを6万 台 とし,使 用者 が 一 台平 均50本 の プ ロ

　 グ ラムを保 有 し,一 本 当 りの 平均 が1000ス テ ップ とす れ ば,30億

　 ス テ ップ とな る。 一 人 当 り年 間1万 ス テ ップを作 成 す る もの とす れ ば,

　 これ は30万 人の プ ロ グ ラ マが一 年 かsっ て作 成す る 量 に相 当す る。

　 　 そ して,機 械 寿命 を 遙 か に越 え た 期間 に蓄 積 され た膨 大な ソフ トウ ェ

　 アは,ハ ー ドウ ェア利 用 者 の 負担 に於 て 開発 ざ れ,取 得 さ れ てい るた め,

　 簡 単に 取 り換 え る ことが で きな い 。

　 　 この ソフ ト ウ ェアに 於 け る極 めて 大 きな 慣 性 は,他 の工 業 分野 には あ

　 ま り見 られ ない 特質 であ り,特 に プ ロ グラム言 語 に おい て,早 い時 点 で
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　の 標 準 化 が 望 まれ る理 由 は,こ の 点 にあ る。

㈹ 　かXわ る 人 の数 が 多い こ と

　　 情 報 処 理 は,通 常 共 通 の 目的 を持 ち,そ れ故 に共 通 の 利 用規 約 の下 で

　 動 く,有 機 的な シス テ ムを通 じて行 われ る。 シス テ ム を建 設す る段階 で

　 は,構 成要 素 と して の 機 器 メー カ,基 本 ソ フ トウ ェアの メー カ,シ ス テ

　 ム設計者 な どが か か わ り,業 務 を実 施 す る段 階 では,組 織 内 で業 務 に 携

　 わ る人,端 末 を 操 作 す る人,さ らに サー ビス を受 け よ う とす る一 般 の 人

　 までが,何 等 か の か た ちで情 報 シス テ ムに 関 与 す る。

　　 さ らに,シ ス テ ムの 地 域 的 広が りは,通 信 回線 を 介 して 全国 は 勿論,

　 全世 界 に 及ぼ す こ とが 可能 であ り,こ の よ うな シス テ ムでは 多 くの民 族

　 が 関与 す る こ とに な る。

　　 電 卓 の よ うに,利 用規 約が 一 つ の機 械 で閉 じて い る場合 と異な り,回

　 線 を通 じて 結合 さ れ る シス テ ムの 下 では,常 に通 信 をす る相 手側 との 関

　 連 に於 て,シ ス テ ムの 利 用者 は様 々な 利用 規 約 上 の 制 約 を受 け る。

　　 この よ うに,情 報処 理 シス テ ムを通 じて 関 与 す る人 の数 が 極 め て多 い

　 とい うこ とは,良 か れ 悪 しか れ標 準 化 の 影 響 が甚 だ 大 きい こ とを意 味 し,

　 勢 い 規格 案 の 審議 と採 択 には 慎重 さが 求 め られ る。

　　 また.関 与 す る 人の 範 囲 が 単 に生 産 に携 わ る人 の 範 囲 に止 ま らな い こ

　 とか ら,情 報 処 理 規 格 に 含 まれ るあ る もの,例 え ば デー タ コー ドがJI

　 Sで 規 定 すべ き範 囲 を超 え て い るの で は な い か,と い う疑 問 が生 ず る。

　　 ソフ ト ウ ェアに 限定 して も,そ れ の 開発 に携 わ る 人は,コ ン ピ ュー タ

　 は 勿 論,マ イ ク ロ ブ ・セ ッサを制 御 に 利 用 す るあ らゆ る種 類 の 機器 メー

　 カの プ ロ グ ラマ,一 般 の コ ン ピュー タ利用 会 社 に所 属 す る ブ ・グ ラ.マ,

　 ソ フ トウ ェア ・会 社 所 属 の プ ・グ ラマ,さ らに研 究 や趣 味の た めに プ ロ

　 グ ラ ムを 作 成 す る一 般 の 人 々 に至 る広 範 か つ 多 様 な 広が りを もつ。 一 般

　 の工業 に お い ては,製 造 に 関す る方法,図 法,手 順 な どは 凡そ の標準 が

　 制定 され て い る が,ソ フ トウ ェアの作 成 に 関 す る方法 や 手順 の 標準化 は

一16二



　 　 関与 す る 人 々や 機 関の 多様 さ の 故 に,か な り困難 な 作 業 で あ り,標 準 化'

　 　 が お くれ て い る部 分 であ る。

② 　作 成,管 理 上 の 属 性 か ら見た 規格 の 分類 とそ れぞ れ の 問 題 点

　 　 この よ うに,情 報 処 理 に関 す る規 格 は,他 の 分 野 の 規格 には 見 られ ない

　 特異 性 を もつ た め,規 格 の作 成 ・管 理上 の 問題 を一 括 して一 律 に論 ず る こ

　 とは で きな い。 そ こで,情 報 処 理 に 関す る規格 を,作 成 ・管理上 の観 点 か ら,

　 前 述 の 特 異 性 を 踏 ま えて 次の よ うに 分類 し,そ れ に沿 って この 問題 を 論 ず

　 る こ と とす る。

　 　 　 ・用 語 及 び図 示 法 関連

　 　 　 ・ブ ・ グ ラ ム言 語 関連

　 　 　 。デ ー タ コー ド関連

　 　 　 ・機 器 及 び媒 体 関 連

　 　 　 ・文 字 及 び 符 号 関 連

　 　 　 ・デ ー タ通信 関連

　 　 　 。ソ フ トウ ェア ・シス テ ムの 開発 ・運 営 関連

　 q)用 語 及 び図 示 法 関連

　 　 　 情 報 処 理 に おけ る基 本 的事 項 を 対 象 とし,適 用範 囲は 最 も広 い。 ζの

　 　 区 分 に 属 す る規 格 の 内容 は,例 え ば 個 々の 用 語 の よ うに,規 範 と して用

　 　 い られ,参 照 さ れ るべ き もの であ るか ら,内 容 の 審議 に 当 って は,か な

　 　 りの学 術 的 見'識が 必要 とな る。

　 　 　 他 の 分 野 で の この 関 連 の 規格 は,基 礎 的 であ るが 故 に 余 り改 訂 され る

　 　 ことは な い が,変 化 の 激 しい情 報 処 理 にあ っ て は,必 然 的 に しば しば

　 　 改 訂 が 必 要 とな る。 そ れ ば か りか,特 に 図示 法 に対 して は,よ りょい 方

　 　 法 が 競 っ て提 案 され る傾 向 さえ あ る。

　 ㈹ 　 プ ・グ ラ ム言 語 関連

　 　 　 情 報 処 理 分 野 特 有 の 規格 群 で あ る。 プ ロ グ ラム言 語は,最 初 にFOR-

　 　 TRANが 実 用化 され て か ら,す でに20年 経 過 してお り,既 成 の言 語
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　 で書 か れ た プ ログ ラムの 蓄 積 量 が 増 加 す る一 方 で,よ りよ い 言語 を追 求

　 す る論 議 は 極 め て 活 発 で あ る。

　 　 これ らの論 議 は,結 果 的 に プ ロ グ ラム言語 の規 格 に 対 し,2つ の方 向

　 で 影響 を.与えて い る。 その 一 つ は,BASIC,　 PASCAL,　 C,　 ADA

　 とい った新 しい言 語 の 標準 化 に 対 す る要 請 であ り,も う一 つは 既 成 の言

　語 に対 す る改 訂 の要 請 で あ る。

　 　 言語 に関連 す る規 格 は,過 去 の膨 大 な 蓄積 ブ ・ グ ラム を考 慮 に入 れ な

　 が ら審議 しな けれ ば な らな い と ころ が 大 きな 特 徴 で あ ろ う。

㈹ 　 デー タ コー ド関連

　 　 デ ー タ コー ドも情 報 処 理 分 野 特 有 の 規格 と考 え て よい。

　 　 デ ー タ コー ドは,コ ン ピ ュー タや パ ンチ ドカー ドシス テ ム を使 った 事

　 務 機械 化が 始 ま った 当 初,こ れ ら と共 に 使 用 され たた め,情 報 処 理 の 分

　 野 で扱 わ れ る よ うにな った が,本 来 は コ ン ピ ュー タ とは独 立 の 規 約 であ

　 る。 したが って,情 報 処 理 機 器 の 進 歩 に対 す る影 響 は 少 な く,独 立 に定

　 め得 る もの であ るが,一 方社 会 組 織 に深 く広 く関係 す る もの で あ る。

　 　 そ の た め,一 旦 定 め た後 の 変 更 が 困難 であ るの で,コ ー ドで 表 現 すべ

　 き対 象 に対 す る知 識 や,そ れ の 将 来 の 発 展 に対 す る洞察,及 び,コ ー ド

　 の 構 成 法 の 原 則 に対 す る 見識 が 重 要 で あ る。

OV)機 器 及 び 媒 体 関連

　 　 他 の分 野 に おい ては,こ の種 の 規 格 が 主体 であ り,規 格 の 対 象 として

　 は 比 較 的 取 り扱 い 易い。 しか し,情 報 処 理 機 器は 何 等 か の情 報 媒 体 を介

　 し て,情 報 の 入 力 ・出 力の 連 鎖 に ょ つて 情報 を処 理 す るた め の機 械 であ

　 る か ら,情 報 媒 体 と の 関 連 に於 て 規 格 へ の影 響 が 生 ず る。 む しろ媒 体

　 の規 格 に 重 点 が 置 かれ る とい って よ く,規 格 は 常 に新 らしい媒 体 と,そ

　 れ を扱 か う機 器 を追 い かけ るか た ち にな る。

　 　 情 報 処 理 機 器 及 び媒 体 関連 の規 格 の主 な 目的は,可 能 な 限 り多様 な 情

　 報 環境 に対 応 で き る,信 頼 性 の高 い情 報 処 理 シス テ ム を実 現 す る こ とで
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　 あ る か ら,媒 体 の互 換 性 の維 持,信 頼 性 の 確保,操 作性 へ の 配慮,安 全

　 性 の 確保,な どが 重要 であ る。

(V)　文 字 及 び 符号 関連

　　 情報 の外 部 表 現 形 態 と,機 械 処 理可 能 な表 現 形 態 との 間 の 関 係 を規 定

　 す るも の で,情 報処 理 分 野 に特 有 の もの と言 え る。JIS規 格 と して は,

　 情 報 交 換 用 符号,各 種 媒 体上 で の情 報 交換 用 符 号 の 表 現,及 び光 学 文 字

　 認 識 な どが制 定 され てい る。 特 定 の情 報 形 態,媒 体 及 び 装 置 を 前 提 と し

　 て い る こ とが 多 く,ま た,こ れ らの規 格 の下 で交 換 され,蓄 積 さ れ てい

　 る情 報 量 は 極 め て 多 い た め,規 格 の 内容 は 比較 的 安定 してい る。 しか し,

　 技 術 進 歩 に ょ って,新 たな情 報 形 態(例 え ば 音 声,図 形)や 処 理形 態

　 (例 えば 漢 字 の光 学式 文 字 読取 り)が 取 扱 い 可能 に な った場 合 は,新 た

　 な 規 格 を制 定 す る必 要 が 生ず る。

鯛 　 デ ー タ通 信 関 連

　　 デ ー タ通 信 にお け る,通 信 網 相 互 間 の デー タ交 換 を可 能 に す るた めの

　 規 格 群 で あ って,情 報 処 理 分 野 に 固有 の もの であ る。

　　 コ ン ピ ュー タ通 信 との 結 合 は,国 内か ら国際 間 へ,企 業 内 か ら企 業 間

　 へ,専 用 回線 か ら公 衆 回線 へ,メ ッセー ジか ら資 金 決 済 へ,と 多様 かつ

　 広 域 の 展 開 をみ せ てteり,そ れ に伴 な って,こ の 分 野 の規 格 はCCITT

　 のX,21,及 びX.25コ ミ ュニ ケー シ ョン ・イ ン ター フ ェー ス ・ス タ

　 ンダ ー ドに 対 す る メ イ ン フ レー ム メー カ各社 の 対 応 に み られ る よ うに,

　 最 近 国 際的 に大 きな話 題 とな っ てい る。

　　 この 関連 の 規 格 は,全 世 界 の情 報 機 器,通 信 機 器,ソ フ トウ ェアの メ

　 ー カ,及 び これ らの 利 用者 の 利 害 がか らみ,ま た極 め て 大 きな影 響 を及

　 ぼ す た め,そ の 審 議 は しば しば 紛糾 す る。

帥 　 ソフ トウ ェア ・シス テ ムの 開 発運 営 関 連

　　 他 の 分 野 に おい ては 何 か を作 る行 為 を 規 定 す る規 格 が あ る。 製 造 方法,

　 試 験 方 法 な どに 関連 す る規 格(例 え ば溶 接作 業 方法,分 析 試 験 方 法,抜
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　 　取 検 査 方 法 な ど)が これ に該 当 す る。

　 　 　情 報 処 理 分野 に お い ては,機 器 の製 造,検 査 の規 格 を 分離 規定 す る必

　 　要 が な い ため,ソ フ ト ウ ェア に 関 す る行 為 規 定 が これ の 対 象 とな る。

　 　 　 最近 の よ うに,コ ン ピ ュー タ本 体 ば か りで な く,周 辺 機 器,端 末 機 器

　 　 か ら自動車 や 家 庭 電 気 品 に至 る まで,ソ フ ト ウ ェア ・コ ン ト ・一 ル に な ・

　 　 る と,ソ フ トウ ェア の 作業 の標 準 化 の重 要 性 は 増 大 す る一 方 であ り,企

　 　業 内 レベ ル での 標 準 化 は,す で に広 範 に 行 わ れ て い る。 しか し,ソ フ

　 　 トウ ェアの 開発 は,紙 と鉛 筆 さえ あ れ ば,特 別の 投 資 を行 わず と も可 能

　 　 であ り,実 際に 開発 を行 って い る機 関は,コ ン ピ ュー タ メー カ,単 体 機

　 　 器 メー カ,ソ フ ト ウ ェア ・ハ ウス,コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ,コ ン ビ ュー

　 　 タ ・ユー ザ 等,極 めて 巾広 い。

　 　 　 した が って,こ の 関連 の標 準 化 は 極 め て 困難 であ り,現 状 は 企業 内 の

　 　 標準 化 に止 って い る。

(3)規 格 の 現状 及 び作 成 時期

　 　 上 述(1)の 各 々の 分野 につ い て,以 下 個 別 に規格 の現 状 及 び 作 成 時期 に つ

　 い て述 べ る。

　 (i)用 語 及 び 図 示法 関 連

　 　 　 情 報処 理 分野 は,他 の 産業 と比 べ て,若 く,し か も技 術 進 歩 が 非 常 に

　 　 激 しい分 野 であ るた め,・用 語 や 図示 法 な ど基礎 的 な規 格 にお い て も他 の

　 　 分 野 の規 格 と比 べ て かな り異 な った様 相 を示 して い る。

　 　 　 発 展 の初 期 に お い ては,情 報処 理 は 比較 的 閉 じた領 域 であ り,一 部 の

　 　 専 門 家 と称 せ られ る人 々 だけ で,あ る程 度,対 処可 能 で あ った。 しか し,

　 　 そ の 後 の発 展 過 程 が,米 国 主導 型 で,し か も米 国 の数 多 くの競 合 メー カ

　 　 が 競 って新 らしい 用語 を用 い,我 が 国 の メー カや ユー ザは 彼 等 と全 面 的

　 　 な 接 触 を保 ちつ つ 貧欲 に知 識 や 技 術 を吸収 した結 果,多 数 の類 似 の意 味

　 　 を もつ異 った用 語 や意 味 の曖 昧 さ を 内包 した用 語 が,多 くは 外 来語 とし

　 　 て我 が 国 に 流入 した 。
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吟

　 最 近 の マ イ コ ンの 普 及 に よ っ て情 報 処 理 に参 画 す る 人 々の層 は さ らに

低 い 年 令 層 へ,さ らに 家庭 へ と拡 大 した た め,用 語 の 混 乱は 一 層激 化 し

つ ＼あ る。

　 一 方,1977年 改 正 のJIS用 語 集 に おい ては,18項 目,約500

語 の 基 本 語 が定 義 され て い るが,す で に規 格 に先 行 して事 実 上 流通 し て

い る用 語 の中 か ら適切 な用 語 を選 び,適 切 な訳 語 や 定 義 を.与え る作 業 を

適 切 な時 期 に行 うこ とは 決 して容 易 な こ とでは な い。 さ らに最 近

(1981年4月),JIS用 語 集 はISO用 語 集 に準 拠 して改 正 原 案

が 作 成 さ れ た。

　 ま た,流 れ 図 につ い ては,機 械製 図 法 と同様,情 報 処 理 に 於 け る基礎

的 な 規 格 であ る。 情 報処 理の 初 期 以 来,最 近 まで 永年 に わ た って プ ロ グ

ラムの 遂 次的 な 処 理 手順 の 流 れ を流 れ 図 に よ って図 示 して きた。 しか し

流 れ 図 が 本 来 備 え て い る遂 次 性,冗 長性,非 構 造 性 が,割 込 処 理 の 多用,

プ ロ グ ラ ム設計 の効 率化 へ の要 請,構 造 化 ブ ・ グ ラ ミン グの 採 用な どに

ょ って,流 れ 図 が プ ロ グ ラ ム論 理 の 記述 用 図式 として,必 ず し も適 切 で

な い,と い うこ とか ら,そ れ に代 る もの として,数 多 くの新 ら しい 図 法,

例 え ば,HIPOチ ャー ト,NSチ ャー ト,　PADな どが 続 々 と提案 さ

れ 実 用 化 さ れ る よ うに な った。

　 プ ログ ラ ミン グぱ か りでな く,そ れ に隣 接 す る要 求仕 様 分析,あ る い

は 機 能 評 価 の技 法 に対 して も,新 た な 図 法 が数 多 く考 え られ,技 法 と共

に導 入 され る であ ろ う。

　 流 れ 図 の規 格 化 に 当 っては,若 い技 術 で あ るが故 に起 る複 数 候 補 の取

扱 い に関 す る 問題 を避 け て通 るわ け には い か な い 。 これ の 門 題 に 対 し

ては,新 しい 図 示 法 の 長 期 に わ た る究極 の 効 用 を深 に洞 察 力 を以 って 見

極 め る こ とが重 要 で あ ろ う。

　 用 語 や 流 れ 図 な どの 基礎 的 な 規 格 は,情 報 処理 の他 の 規 格,あ るい は

そ れ に 関.与す る者 に と 〔ての 規 範 的 性 格 を もつ。 例 え ば,注 意 深 い 著者
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　な らば 書 物,文 献,記 事 な どの 記 述 に際 して,JISの 用語 を 参 照 し,

　 意 識 的 に用 語 の使 用 に 好 ま しい 制 約 を加 え るであ ろ う。

　　 した が って,こ の範 疇 に 属 す る規 格 は,一 つ の規 範 と して,広 範 に乱

　れ を防 ぐ役 割 を 荷 って い るの で,規 格 の作 成や 改 訂 に 当 って は,む しろ

　保 守 的な 態 度が 望 ま し く,内 容 の 審 議 に当 って は,高 度 な 学識 の 裏付 け

　が 必要 で あ ろ う。

旬 　 プ ・ グ ラ ム言 語 関連

　　 プ ログ ラ ム言語 は,大 別 してFORTRANやCOBOLの 様 な 汎 用 の 言

　 語 と,APTの 様 な 専用 の 言 語 に 分 け られ る。 汎 用 言語 の世 界 にお い て

　 は,PASCALやADAの 様 な 新 しい 言語 が 生 み 出さ れ て来 てい る。 専

　 用 言語 の世 界 にお い て も,ハ ー ドウ ェア の価 格 性 能 比 の改 善,能 力の 向

　 上 を 目的 とした 機 能 分散 型 マ シ ンの発 展 と共 に,新 しい 言語 が続 々生 み

　 出 され て来 る であ ろ う。 現時 点 で も,専 用 マ シン と して 入 出 力制 御 処 理

　 装 置,通 信 制御 処 理 装 置,配 列 計 算処 理 装 置,保 守 診 断 処 理 装 置 な どが

　 実 用化 され て い る。 これ らは,ハ ー ドウ ェア に依 存 した 言語 に ょ って プ

　 ログ ラ ミン グされ て い る のが 現 状 であ るが,い ず れ各 機 能 に即 した標 準

　 言 語 が 必 要 とな って来 る と思 わ れ る。

　　 この 様 な 多種 の 言 語 の標 準 化 を,限 られ た 期間 で検 討 す るた め に,言

　 語 仕 様 そ の もの では な く,言 語 仕 様 を 作成 す るた めの 思 想 を 標準 化 す る

　 こ とが 望 ま れ る。 一 度作 成 した言 語 は,か な りの長 期 間 に渡 って 使 用 さ

　 れ るべ き もの であ るが,使 用 しな が ら改 良 を加 え る こ とが 必 要 とな る。

　 現 状 で は,言 語 仕 様 の改 良は,言 語 の処 理系 の 改 良 に伴 な って 行 わ れ る

　 ことが 多 く,処 理 系 ご とに,言 語 の 仕様 が異 な り,標 準 化 が くず れ て い

　 く こ とが 多 い。 したが って,言 語仕 様 を作 成 す る ため の思 想 を標 準 化 す

　 るに当 り,仕 様 の 改 良 ・改 善 に つ い て も,そ の 検 討範 囲 に 含 め るべ きで

　 あ る。

　　 も し,言 語 仕 様 の 改 良,改 善 を 言 語処 理 プ ロ グ ラムの 開発 者 の 意 の ま
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　 ま に放 置 す る と,各 種 各様 の 言 語が 出現 し,情 報 処 理 産業 の 発 展 を 阻 害

　 す る こ とに なろ う。 か と言 って,改 良,改 善 の 努 力は 押 え るべ き もの で

　 は な く,改 良,改 善 の 考 え 方,及 び手 順 を標 準 化 す る こ とに よ っ て混乱

　 を防 ぐべ きであ ろ う。

　　 以 上 を簡 潔 に ま とめ る と

　　 ① 言語 種 類 の 増 加

　　 ② 　 個 別言 語 の変 化

　 に即 応 で きる言 語 の 開 発,改 良 の思 想 を早期 に標 準 化 す る こ と であ る。

　 この標準 化 の作 業 に 当 っては,標 準 言 語仕様 を

　　 ① 早 く決 め る

　　 ② 拡張 と陳 腐 化 に対 応 で きる

　 様 にす る こ とを 目標 とす べ きで あ ろ う。

㈹ 　 デ ー タ コー ド関 連

　　 情 報 処 理 の初 期の 段 階 にお い ては,シ ス テ ム化 対 象 範 囲 が,単 一 の 企

　 業 レベ ル,行 政 レベ ル とい った,か な り閉 じた シス テ ムを考 え て コー ド

　 化 を図 れ ば 良か った。

　　 しか し,シ ス テ ム化 の 進 展 に つ れ て,シ ス テ ム規 模 が 増 大 し,し か も,

　 他 システ ム との イ ンター フ ェイス を十 分考慮 しな け れ ば な らな くな って

　 きた。

　　 つ ま り,最 近 の シス テ ムは,企 業 内情 報 だ け に限 らず,関 連 あ る他 企

　 業 と情 報 交換 を行 う企業 間 シス テ ム,あ るいは 国 家 レベ ルの 情 報 を と り

　 入 れ た シス テ ムな ど,対 象 とす る情 報 が,企 業,業 界,国 家 レ ベ ルの情

　 報 迄 が必 要 とされ,そ の た め に,相 当数 の シス テ ムが,シ ス テ ム間 の 整

　 合 性 を と るた めの コー ド ・コ ンバ ー トに多大 な 時 間 を要 し,ハ ー ドウ ェ

　 ァ ・リソー スの 浪 費 を して い る とい う問題 提起 が な され て い る。 また,

　 業 界 に よ っては,界 内 で 各種 の コー ドを規 格化 を してい る場 合 が あ り,

　 これ らの コー ドを,ど の レベ ル で眺 め る かに ょ っ て状 況 は 変 って くる。

一23一



　 JISで は,都 道府 県 コー ドを始 め と して,現 在,15種 類 の 規 格 化

が な され てい るが,1970年6月 に,(財)日 本 情報 処 理 開発 協 会が

工 業 技 術 院 の 委 託 に依 って 行 われ た調 査 報 告 書 「デ ー タ ・コー ド標 準 化

体 系 調 査 」には,情 報 処理 シス テ ムの効 率 の 向上,情 報 の 交 換・ 情 報 の

共 同利 用 を 円滑 に行 う上 で,普 遍 的 な デー タ ・コー ドだ け で も標 準 化 す

る必 要 が あ る と して,体 系 的 にJIS化 を進 め る場合 の範 囲 を設 定 して

い る。

　 規 格 作 成時 期 に つ い ては,基 本 的 に は,国 家 的 な観 点 か ら コー ド化 で

　き る もの は,で き るだ け早 期 に体 系 化 して コー ド化 をす る こ とが望 ま し

　 いo

　 　た だ し,個 人 の ブ ラィ パ シー な ど と言 った 社会 的 な影 響 の大 きい コー

　 ドに 対 して は,充 分慎 重 に扱 わな け れ ば な らな い。

　 　また,企 業 内 にお い ては,一 旦 設 定 した デ ー タ コー ドが シス テ ムの陳

　腐 化 と とも に,コ ー ドの メ ンテ ナ ンス が 不 充 分 な た め に,コ ー ドが 形骸

　化 し利 用 され な くな って し ま うこ とが よ くあ る。 デー タコー ドの 規 格化

　 に当 って は,規 格 化 よ りも,対 象 物 の実 態の 変化 に対 応 して,そ れ の メ

　 ンテ ナ ンス を 如何 に早 く行 うか,し か も,そ の 結 果 を如 何 に 利 用者 に知

　 ら しめ るか が 重 要 な問題 で あ る。 これ が 適 切 に行 わ れな け れ ば,折 角 作

　 り上 げ た デ ー タ コー ドの 体 系 も無 用 の 長 物 に な って しま う。 した が って,

　 デ ー タ コー ドの 規 格 化は 早 期 実施 が要 求 さ れ る と同時 に,メ ンテ ナ ンス

　 体 制 の 確 立 が 必 須 で あろ う。

Ov)　機 器 及 び 媒 体 関連

　 　 情 報 処 理 に 関 す る規 格 の うち,他 の 分野 に関 す る規格(例 え ば,機 械

　 要 素)に 類 似 して 考 え られ る規 格が,情 報処 理 用 機 器 及 び情 報 交 換,蓄

　 積 用 媒 体 で あ る。 規 格 化 対 象 の 特 異 性 の項 で述 べ られ てい る様 に,情 報

　 処 理 分野 は 技 術 の 進歩 発 展 が 激 し く,こ の こ とは,機 器 及 び媒 体 関連 に

　 於 て特 に 著 しい 。 こ の ため,規 格 の扱 う対 象が,静 的 に 見て,情 報処
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理 関連 以 外の 分 野 の規 格 で 扱 わ れ る対 象 と類似 して い て も,そ の 規 格 の

　作 成 時 期 か ら 見る と,比 較 にな らな い程 短 期 間 に作 成 す る ことが 望 まれ

　る。

　 　磁 気 バ ブル メモ リ,光 関連 技 術,ジ ョセ ブソ ン接合 素 子 な どの 新 しい

　デ バ イス 技 術 は,新 しい素 材 を 生 む と共 に,信 頼 性,記 憶保 護 等 に新 し

　い考 え 方 を 生み,使 用 目的 す ら変 化 させ る こ とが 予想 さ れ る。 例え ば,

磁 気 カ セ ッ トテ ー プの規 格 化 論 議 が 始 ま った 頃,規 格 化 の対 象 と して 論

　議 され て い な か った フ ロ ッ ピー ・デ ィス クが今 や磁 気 カセ ッ トテ ー プ よ

　 り主要 な 媒 体 と して の 地位 を 築い て しま った 様 に,過 去 の 延 長 上 に な い

　媒 体 や,機 器 が 開 発 さ れ て来 よ う。 この様 な 動 きに 即 応 で き る規格 を 作

　成 す るた め の体 制 を確 立 す る こ とが 必 要 と考 え られ る。

　 　 また,新 しい 機 器 の 規 格 を 作成 す るに 当 っては,過 去 の規 格 との 関 連

　付 け を十 分考 慮 しな けれ ば な らな い。 特 に,情 報 交 換 媒 体 との イン ター

　 フ ェー ス,プ ロ グ ラム との イ ン ター フ ェイス につ い て十 分な 考 慮 を 必 要

　 とす る。

　 　 すな わ ち,技 術 の 急激 な発 展 に即 応 し,か つ 過去 の規 格 との 関連 を考

　慮 した規 格 を作 成 す る体 制 の 確 立 が 望 まれ る。

(V)文 字 及 び 符号 関 連

　 　 この 範 疇 に属 す る規格 は,情 報処 理 を 専門 とは しな い 人 々 との かか わ

　 りが 強 く,情 報 処 理 関 連規 格 のな か で も特 に,他 の 分 野 との 調整 が 必 要

　 とさ れ る 分野 で あ る。 規格 の 作 成 時期 に関 して は,技 術 進 歩 に ょ って取

　 り扱 え る文 字 及 び 符号 が 急 速 に拡 大 して い るこ とに 対 応 で き る可 能 な 限

　 り早 い時 期 が望 ま しい。

　 　特 に,文 字 集 合 に関 しては,実 用 化 に つ い ての 技 術 的 な 可 能 性 の方 に

　 足 を 引 っぱ られ て 遅 れ る こ とが あ る。 実 用 化技 術 の 可 能 性 は 技 術者 及 び

　 学術 経 験 者 だ け で も審議 で き る問題 で あ る と共 に,物 質 や 論 理 とも関 連

　 す る問題 で あ るが,文 字 集 合 の 標準 化は,実 用 化技 術 の 検 討 が 十 分 で な

一25一



　 く と も定 め得 るの で,早 期 に規 格 化 す る こ と も可 能 で あ る。 技 術 進 歩 の

　 動 向 か ら 見て,近 い 将 来 に 標準 化 すべ き もの(例 え ば,音 声 及 び 図形)

　 は,多 少 前だ お し で も規 格 化 の 作 業 に着 手 して 良 いの で は な いか 。

　　 機械 に よ る認 識 に関 す る標 準 は,文 字(音 声,図 形,画 像 を 含 む)パ

　 ター ンの標準 化 であ り,こ れ は,技 術 の 進 歩 に大 き く左 右 され るが,こ

　 の場 合 も,実 用 化 技 術 が 未 発 達 な時 点 に,規 格 を作 成 して も早 す ぎる恐

　 れ は 少 な い と思 われ る。 例 え ば,機 械 出力 用OCR文 字 もJIS化 の時

　 点 で は,Aフ ォ ン トに 比 べ 見易 いが認 識 コス トが 高 くな る と思 われ たB

　 フ ォ ン トが 今や 普 通 に使 わ れ てい る。

　　 文字 及び 符 号 関連 は,近 い将 来 の技 術進 歩 を 見 こ して,早 急 に全 体 の

　 再 体 系化 と体 系 化 され た な か の 個 別規 格 を 作 成 す る こ とが 望 ま しい。 個

　 別 規 格 の な か には,例 え ば,図 形 の うち,機 械 に ょ る出 力図形 の標 準 化

　 につ い ては,既 にJISの 一 分 野 で あ る 「製 図 」に用 い られ る図,記 号

　 に関 して,情 報 処 理 関 連 とは 別 に規 格 化 され て い るの で,他 の 分 野 の規

　 格 と も調 整 を と る必 要 が あ る。

(vD　デ ー タ通信 関 連

　　 デー タ通信 関連 の 規格 は,他 の規 格 が そ うで あ る以 上 に,標 準化 の 影

　 響 が 大 きい。 そ の 本 質 的 な 理 由は,地 球 的 広 が りを も っ た範 囲 の地 域 が

　 対 象 とな る こ とで あ る。 デ ー タ通 信 を伴 な わ な い 情 報 処 理 に おい て は,

　 あ る程度 ロー カ ラ イズ さ れ た規 格 が,数 種 類 あ って も距 離 と時 間 が は な

　 れ て い る こ とに ょ って 大 きな 支 障 とは な らな い様 な場 合 もあ るが,デ ー

　 タ通 信 は,距 離 と時 間 の制 約 を 除去 す る こ とが本 来 の 目的 で あ るか ら,

　 ・一 カ ラ ィズ され た規 格 を 許 す こ とは,デ ー タ通 信 の 発 展 の 妨げ とな る。

　　 この様 に,影 響 が 大 きい規 格 は,原 案 の 段 階 で十 分 な 試 行 期 間 を お い

　 て か ら制 定す べ き で あ る。 また,技 術 の 進 歩 の み な らず,社 会,国 家 的

　 な変 化 に も対 応 し なけ れば な らな い た め,当 初 よ り変 更 を前 提 と した 体

　制 を作 り,規 格 の 保 全 に対 して十 分な コス トを 予定 して お く必 要 が あ る。
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　 　情 報処 理 に と ってデ ー タ通 信 は 今 や 必須 の機 能 で あ るだけ で な く,現

　在 最 も重 点 的 に研 究 開発 が 進 め られ てい るテ ー マの一 つ であ る。 影響 の

　 大 きさ と重 要 性 か ら見て,デ ー タ通信 分野 の規 格 化 を最 重要 分 野 と して

　 検 討 を進 め る必要 が あ ろ う。

　 　 情 報処 理 と通 信 は 別 な 分野 として 規 格化 が 行 われ てい るが,デ ー タ通

　 信 の 分 野 で,そ の境 界 を 接 して い る。 これ ま で,コ ン ピ ュー タメー カあ

　 るい は ユー ザ側 で実 現 して 来 た ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ ク チ ャに 関す る

　 新 しい 手 段 が,通 信 業 者 側 に ょ って 通信 ネ ッ トワー クの 中 に と り込 まれ

　 る例 が あ る様 に,こ の境 界 は 現 在変 動 し てお り,将 来 も この 傾 向 が続 く

　 と思 われ る。 これ は 単 に,通 信 と処 理 の 利用 形 態 の変 化 で あ り,全 体 的

　 見地 か らは 同 じ こ とを実 現 す るだ け であ るが,た とえ 目的は 同 じで も利

　 用 形 態 の変 化 に ょ って標 準 は 変 更 して 行 くこ とを 考 慮 して お か ね ばな ら

　 な い。

㈹ 　 ソ フ トウ ェア ・シス テ ムの 開発 ・運 営 関連

　 　 ソ フ トウ ェア 及 び ソ フ トウ ェア を含 ん だ シス テ ムの 開発 作 業 に お い て,

　 現 在 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン,方 法 論,技 法 な どに 関 す る規 格 化 は 国 の レ

　 ベ ル では な され てい な い。 これ の規 格 化 は 効率 と品 質 を高 め る必要 か ら

　 各 企業 とも,そ れ ぞ れ 独 自の 方 法 で行 って い る。 ソフ ト ウ ェア ・プ ロダ

　 ク ソを運 用,保 守,生 産 す る標 準 的 な方 法 論 の 確立 が な され てい な い,

　 とい うこ とは,ソ フ トウ ェア の価 値 に対 す る社会 的な コ ンセ ンサ スが 生

　 れ な い 原 因 で もあ り,ま た 大 量 生 産 が行 われ に くい原 因 と思 われ る。

　 　 以 前 の 日本 製 の 工業 品 に対 す る イ メー ジが,「 悪 か ろ う安 か ろ う 」で

　 あ り,こ の悪 い イ メー ジを払 拭 す るの に,か な りの年 月 を必 要 とした が,

　 同 様 に ソ フ トウ ェアに対 す る 品質 があ ま り良 くな い,価 格 が 高 い とい っ

　 た評 価,あ るい は ソ フ トウ ェアの 価 値 を 全 く認 めな い とい った 風潮 を改

　 めさ せ,ソ フ トの 価値 を一 般 に十 分 認 識 さ せ るには,相 当 な努 力 と年 月

　 を要 す る もの と思 わ れ る。 そ の 為 には 開 発,保 守,運 用 に関す る統 一 的
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　 　な方 法 論 を確 立 し,そ れ を 規格 化 す る こ とが 必 要 で あ る と思 わ れ る。

　 　 　現 在,こ れ らの 方 法 論 には,ま だ,こ れ とい った ものが 存 在 して いな い

　 　が 或 る方 法 論 の な か には,世 界 で す で に1600ユ ー ザ が 採用 してい る

　 　方 法論 もあ り,徐 々に では あ るが,こ の 方面 の重 要 性 が 認 識 され つつ あ

　 　 る。

　 　 　規格 化 作成 時 期 に関 して 言 えば 現 在 未 だ に ソ フ ト ウ ェ ア業 界 内 に 於

　 　て も,方 法 論 や ドキ ュ メ ンテー シ ョンに 関す る統一 的 な 見解 を打 ち出 せ

　 　な い状 況 に あ る。 例 え ば,開 発 工 程 を例 に と って眺 めて も,工 程 を9フ

　 　 エ イズに 分 解 した り,3工 程 に分 解 した り,作 業 内容,レ ベ ル もま ち ま

　 　 ち であ る。

　 　 　 した が って,開 発 方 法 の 規格 化 は,か な り時 間 を要 す る もの と思 われ

　 　 る。 この 中 で ドキ ュメ ン テー シ ョンに 関 して は,規 格案 がISO/TC

　 　 97/S7/WG　 2に 提 案 され,検 討 され て い るが,こ れ に ょ って予 期

　 　 せ ざ る影 響 を受 け な い よ う,ソ フ トウ ェア業 界 か ら積 極 的 に規 格の 審 議

　 　 に参 画 し,意 見を 出す 必要 が あ ろ う。

(4)既 成 規 格 の 管 理 ・改訂 上 の問 題

　 　 情 報 処 理 関 係 の 規 格 は,既 に70余 に達 し,そ れ ぞ れ が 改 正 さ れ る

　 につ れ て ペ ー ジ数 が 増 加 しつ つ あ り,将 来 大部 の 規 格 が 増 加 す る こ と は

　 明 らか で あ る の で,こ れ らを効率 よ く管 理 す る には 如 何 にすべ きか とい う

　 問 題 が あ る 。　 ま た,2.1(1)の(ii),㈹ に述 べ た よ うに 今 後 はJISは 常

　 にISOの 場 で 考 え る必要 が あ るの で,ISO規 格 の 定 常 的 な 管 理 も 必

　 須 の こ と とな り,膨 大 な 規格 を如 何 に管 理 して い くか は重 大 な 問 題 とな る。

　 (i)管 理 方 法

　 　 　 現 在 の コ ン ピ ュー タの 発 達状 況 か らすれ ば,JIS及 びISO規 格 の

　 　 管 理 は 当然 コ ン ピ ュー タを 利 用 す べ きであ る。 これ は(5)に 述 べ る コン ビ

　 　 ュ一 夕 に よ る原 案 作成 法 を 採 用 す れ ば,そ の 必 然 的 結果 ともい え る し,

　 　 また コ ン ピ ュー タに よる原 案 作 成 法 を 採 用 した場 合 は 原 案 完 成 後 の 管理
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　 　 に コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し な け れ ば 意 義 が 半 減 し て し ま う こ と に な

　 　 る。 全 規 格 が コ ン ピ ュー タ に よ って 管理 さ れ て い る と,規 格 の記 述 の 質

　 　 の 向上 を,全 規 格 にわた って一 様 に は か る こ とが で き,か つ(5)㈹ に述 べ

　 　 る よ うに 規 格 の 記述 に用 い られ る用 語 の 統一 を行 う こ とが で き,2.3②

　 　㈹,OV)の 具 体 的 実 現 に役 立 つ。

　㈹ 　 管 理 機 関

　 　 　 コ ン ピ ュー タ で 全 規格 を管 理 す る場 合,そ の 機 関 には,こ の た めの デ

　 　 一 夕処 理 シス テ ムが 設置 され て い な けれ ば な らな い し,か つ 常 に シス テ

　 　 ムへ 新 しい情 報 を入 力で き る態勢 及 び シス テ ム改 良 の能 力 を も った組 織

　 　 が な け れ ば な らな い。 従 来 は 規 格協 会 が 規格 を 管 理 してい た が,現 在 の

　 　 規格 協会 は 上述 の 条件 を備 え て い な い。 この 際,規 格 協会 を大 巾 に 強 化

　 　 す るか,あ るい は 何 か 他 に 適当 な 機 関を新 設 す るか な どを早 急 に検 討 す

　 　 る必要 が あ る。

　 ㈹ 　 情 報検 索 上 の 問 題

　 　 　 コ ン ピ ュー タ に よ る全 規格 の 管 理 を実 施 した場 合,利 用者 側 と しては,

　 　 電 話 回線 に よ る情 報 検 索 的サ ー ビス の 要 求が 出 て くる であ ろ う。(ii)に述

　 　 べ た 管 理 機 関は 当然 この よ うな サ ー ビス態 勢 を備 え てい なけ れば な らな

　 　 い。 情 報 検 索 サ ー ビス を実 施 す る場合 ・ 他 の機 関・ 例え ば国 会 図 書 館,

　 　 科 学 ・技 術 情 報 セ ン ター な ど と どの よ うに関 連 させ てい くべ きか を検 討

　 　 す べ きで あ る。

(5)　 コ ン ピ ュー タに よ る規格 原 案 の 作 成 の 必 要性

　 　 既 に 各 所 で コ ン ピ ュー タに よ る規格 原 案 の作 成 に つい て 触れ て きたが,

　 そ の 必要 性 と効 果 を 以下 に ま とめ る。

　 (i)大 部 の規 格 の 作 成

　 　 　 最 近 の プ ロ グ ラ ム言 語 の規 格,例 え ば,FORTRAN,COBOLな ど

　 　 の 規格 は200～300ペ ー ジに達 して い る。 この よ うな大 部 の 規格 の

　 　 原案 作 成 には ア メ リカでは 既 に コ ン ピュー タが 利 用 され て い るが,日 本
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　では 改 正JIS　 FORTRAN(FORTRAN　 77)及 び改 正JIS

　情 報 処 理 用 語(1981年)の 原案 作 成 に初 め て コ ン ピ ュー タが 利 用さ

　れ た。 利 用 した コ ン ピ ュー タ シス テ ムの 関係 で,前 者 に対 して は そ の編

　集 は 非 常 に効 果 的 で あ った が,後 者 に対 しては シス テ ムが 用 語 集 の 編集

　向 きにで きてい な か ったの で,前 者 程 には 効果 的 で な か った。 しか し・

　 シス テ ムが 改 良され れ ば原 案 作 成 に コ ン ピュー タ を利 用 す る こ との 効 果

　 は,あ えて 述 べ る ま で もな い 。 コ ン ピ ュー タに ょ っ て作 成 さ れ た原 案 は.

　 そ れ が 規格 として 承 認 され た 場 合,直 ちに㈹ に述 べ る コ ン ピ ュー タに ょ

　 る規 格 の管 理 に 自 然 に 移行 で き る。 今後 は,少 な くとも大 部 の 規 格 に 関

　 し ては,で きれ ばす べ て の 規 格 に関 して 原案 作 成 時 よ りコ ン ピ ュー タを

　 利 用 す べ き こ とを 提 案 す る。

(ii)　規格 全 体 の 管 理,

　 　 今 後 作 成 され る規 格 に コ ン ピュー タを利 用 す べ き こ とは(1)で 述 べ たが,

　 既成 の規 格 も早 急 に コ ン ビュー タへ入 力す べ き で あ る。 全 規格 を コン ビ

　 ュ一 夕で管 理 して こそ,コ ン ピ ュー タ管 理 の 効 果 が あ る こ とは 言 うまで

　 もな い こ とで あ る。 情 報処 理 の 分 野 は 進歩 が 急 速 であ るの で,規 格 も次

　 々に 改正 され,古 い もの は 忘れ 去 られ てい く傾 向が あ る。20世 紀後 半

　 は 人 類 の歴 史 の 上 で,以 前 に例 を み ない 特異 な 時 代 であ り,か つ そ の よ

　 うな特 性 を生 み 出 した 最 も大 きい 原動 力 とな った ものは,コ ン ピ ュー タ

　 の 誕生 とそ の発 展 で あ るの で,そ の 経過 を残 すた めに 古 い 規 格 を も含 め

　 て,ど こか 公 的 機 関 で 全 規 格 の 管 理 をす る こ とは 是 非 必 要 な こ とであ る。

㈹ 　 用語 の統 一

　 　 情 報 処理 分野 のJIS規 格 の記 述 及 びそれ に 用 い られ て い る用 語は 現

　 在 必 ず し も統 一 され て い な い 。 しか し,従 来 の 規 格 作 成 法,管 理 法で は,

　 用語 の 統一 を は か る こ とは 実 際上 困難 で あろ う。現 状 で は,こ の よ うな

　 機能 は"規 格 調整 委 員 会"が 行 ってい るが,こ こ で行 われ る記 述 の 統一

　 は 極 め て微 弱 な もの であ る。 しか し・ 上 記の(i)・ ㈹ が 実 現 され れ ば・ 用
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記述 の統 一 は極 め て 自然 に実行 で き るであ ろ う。
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2.3　 標 準 化 の 対象 ・内 容 上 の 問題

　 (1)情 報 処理 の範 囲

　 　　 既 に2・1(2)で 見て きた よ うに情 報処 理 は 「情 報 」に 関す る問題 であ り,

　 　 「情 報 」の 内密 は 極 め て広 汎 で あ り,多 か れ 少な かれ情 報処 理 に も関 係 し

　 　て くるの で,情 報 処 理 固有 の 問題 と関 連 問題 との 境 界 線 を どこに 引 くかは

　 　重 要 で しか も複雑 な 問題 とな る。

　 　　 ISOに つ い ては,既 に述 べ た よ うにTC97の 他 に関連TCと して

　 　 95と46,そ の 他 に新 し くで きた154(マ イ ク ロフ ォー ム関係)が あ

　 　る。

　 　　 日本 のJISCの 下 部 で あ る一 つ の国 内委 員 会 が 複数 のISO/TCに

　 　対 応 す る こ とは,別 に困難 では な い。 問題 はISOが 取上 げ て い る内容 を

　 　 JISCが 取 り上 げな い場 合 に複雑 な 事 態 がteき る。TC46に 関す る対

　 　策 は 正 に そ の 場合 にあ た る。

　 　　対 策 の一 つ は情 報 処 理 部 会 の下 にTC97,95,　 46,154に 対 応

　 　す る小委 員会 を 設け,共 通 性 の あ る 問 題 は 複数 小 委 員会 の 合 同 で扱 い,そ

　 　 うで な い問 題 は 各 小 委 員 会 が取 扱 う こ と とす る。 この 場 合部 会 の 名 は 「情

　 　報処 理 」を廃 止 し,「 情 報 部 会 」とで もす るのが よい 。

　 　　第 二 の対 策 は 情 報 処 理 部 会はTC97に だ け対 応 す る性 格 と し,他 に 対

　 　応 ず る部 会 を 別 に作 る方 法 で あ ろ う。

　(2)用 語 の 問 題

　 　　用 語 に つい て の 問題 の い くつ かは,既 に2.2(3),(5)に お い て述 べ たが,

　 　そ の 他 に も種 々 問題 が あ るの で,以 下 に これ を ま とめ て 示す。

　 (i)　 日本語 化 の 問題

　 　　 　コ ン ピ ュー タ及 び情 報 処 理 産業 は ア メ リカで 生 れ 発 達 して 来 た の で,

　 　 用 語 の 多 くは英 語 と して本 来 発生 した もの で あ り,JIS化 に際 して対

　 　 応 ず る 日本 語 を与 えな けれ ば な らな い6英 語 用 語 の 概念 が 日本 語 と して

　 　 存 在す る場 合 は 問 題 な い が,本 来 の 日本 語 中 に該 当概 念 が な い場 合,い
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か にす るかが 問 題 とな る。 この 場 合 な るべ く良 い 日本 語 を作 成 しなけ れ

ば な らな いが,こ の"な るべ く良 い 日本 語"と は何 であ るか とい う根 本

問 題 に直 面 す る。 従 来 は英 語 の仮 名 読 み 式 日本 語 をな るべ く避 け漢 字 の

組 合 せ に よる術 語 を作 る こ とが,無 条 件 的 に 日本 語 化 の本 命 と考 え られ

て来 たが,果 して そ れ で よ い の か とい う反省 が 必 要 であ ろ う。 明治 時 代

か ら昭和 の 前 半 ま では,極 く限 られ た 日本 人が 留 学 な どを して,多 くの

場 合 大 学 を通 して,海 外 の学 問 ・技 術 が輸 入 され,そ の 過程 で 日本 語 化

が 行 われ 漢 字 に よ る新 語 が 日本 語 として定 着 し た。

日本語化された用語の例

語

学

学

子

気

数

済

会

法

律

疇

本日

科

化

原

電

函

経

国

立

法

範

柴ぱ現在は 関数

外 応 外 国 語

　 Science

　 Chemistry

Atom

Electricity

Function

Economy

Parliament 、

Legislation

Law

Category

　 しか しs'今 日は 年 間400万 人 の 日本 人 が 海外 旅 行 を し,か つ海 外 か

らの 学 問 ・知 識 の 流 入 は,社 会 の あ らゆ る面 を通 して行 われ て い る。 日

常用 語 に して も英 語 の 仮 名 読 み か ら発 して一 つ の 日本 語 とな って し ま っ

て い る もの も多 々あ る。 さ らに 日本 の歴 史 を 顧 み る と,外 国 文 化 を 吸収
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しつ つ 日本 独 自の文 化 を生 み 出 して 来 た が,こ れ は 日本 人が 外 国 の 言葉

をそ の ま ま の み こん で 日本 語 として しま うとい う万葉 仮 名 以 来 の 日本 人

の 特 性 の 結 果 であ る と も考 え られ る。 この よ うな 面 を考 慮 す る と き,日

本語 化 にい か な る方 針 を と るべ きか,こ の際 改 め て十 分 に検 討 す る必 要

が あ る。

　 情 報 処 理 関 係 用 語 の標準 化 に 当 っ ては,で き るだけ 良い 日本 語 を 用 い

る こ とを 原 則 と して,検 討 ・審 議 が 行 われ,JIS-C-6230「 情 報 処

理 用語 」が1970年10月1日 付 で制 定 され,そ の後77年 及 び81

年(予 定)に そ の改 訂 が行 わ れ て 来 て お り,こ れ らの改 訂 の都 度,上 記

の原 則 に沿 った 見直 しが 下 述 の よ うに行 われ て い る。

1970年 1977年 1g81年(予 定) 対 応 外 国 語

ラ　　　 ベ 　　　 ル ラ　　　 ベ　　　 ル

　 　 標

ラ　　　ベ　　　ル
Label

標　　　　　 識

し　　 る　　　し

標 　 　　 　　 識

マ　　　ー　　　ク

　 　 印
標 　　 　 　　 識
マ　　　ー　　　ク

Mark

リ　　 　 ス　 　　 ト

リ　　　ス　　　ト

並 　　　　　　び

系　　　　　 列
リ　　 ス　　　ト
並　　　　　　び

List

　 　 字

キ　ャ　ラ　ク　　タ

文 　　 　　 　 字

キ　ャ　ラ　ク　 タ
文　　　　　字 Character

マ ス タ フ ァ イ ル

基 本 フ ァ イ ル

基 本 フ ァ イ ル

マ ス タ フ ァ イ ル

Master

file

トラ ンザ ク シ ョン

　 　 ・ フ ァ イ ル

発 生 フ ァ イ ル

発 生 フ ァ イ ル

トランザ ク シ ョン

　 　 ・ フ 了 イ ル

Transaction

　 file

マ　ト　 リ　 ッ ク ス
行　 　　　 　 列

マ　ト　リ　ッ ク ス
Matrix
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　 ま'た現 在"電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ミン グ言 語 基本BASIC　 Minimal

BASIC"　 のJIS原 案 が 電 子工 業 振 興協 会BASIC言 語 専 門委 員

会 で 審 議
1され 成 案 を得 てい るが ・ この審 議 に 当 って下 述 の用 語 の 日本 語

化 が 検 討 され,そ の結 果 としで ⑳片 仮 名 表 現(日 本 語 表 現)"の 形 で併

記 して 用 い る こ と と して い る。

片　仮　名 日　 本　語 対 応 外 国 語

プ ロ グ ラ ム 算　　　譜 Program

デ 　 ー 　 　タ 資　 　 )ド Pata

刈 料,資 料 とす る案 もあ った。

　 ζの うちProgramに 対 す る片仮 名 ・日本 語 表現 の選 択 の 理 由は 下 述

の 通 りであ るが,こ れ は今 後 用 語 の 日本 語 化 の検 討 に当 って,一 般 的 に'

も当 て は ま る もの であ る と思 わ れ る。

(イ)片 仮 名 表 現(プ ログ ラム)を 選 択 す る理 由

　 (a)十 分 に 日本 語 にな って い る言葉 で あ る。

　 (b)情 報処 理 の 分野 で20年 以 上 使 わ れ て きた。 い まさ ら切 り替 え る

　 　 こ とは 無 用 の混 乱 を 招 く。

←)　 日本 語 表現(算 譜)を 選 択 す る理 由

　 (a)　 1975年 に初 め て使 わ れ て以 来 十 分に受 け入れ られ うる良 い言 葉

　 　 であ る こ とが実 証 され て い る。

　 (b)良 い 日本 語 を選 ぶ こ とは,次 の 世 代 の 何万 とい う人 た ちに 対 す る

　 　 責 任 で あ る。

　 そ の他 論文 ・文献 な どで 下述 の よ うな 用 語 の 日本 語 化 の 提 案 が 行 われ

て い る例 もあ る。
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対 応 外 国 語

Sub-routine

Main-program

Sub-program

Program-unit

Interna1-file

External-file

日 本 語

算　　程

主　　譜

副　　譜

単　　譜

内 部 帳

外 部 帳

(ID　英 語 の 流 入 の 問題

　 　 情 報処 理 産業 に おい ては,用 語 の 多 くは 外 資 系会 社 の マ ニ ュア ル を通

　 して流 入 して 来 た のが 実 情 であ る。 こ の場 合 は,新 しい用 語 は,英 語 の

　 仮 名 表 現 で 表 わ され る こ とが 多 か った の でゴ 仮 名 表 現 の用 語 の 氾 濫 を も

　 た らしてい る。(1)の 問題 に関 して,若 し妥 当な 日本 語 化 の 基準 が つ く ら

　 れ た として も企 業 を通 して の 用 語 の 流 入 の過 程 に何 等 かの措 置 を施 さな

　 い こ とに は,良 い 日本 語 を普 及 させ る こ とは 困難 であ ろ う。 実 際,こ の

　 よ うな 公 的 措 置 を 望ん で い る企 業 も多 い よ うであ るが,新 語 は 新 技術 と

　 結 び つ い て い るの で企業 機 密 と関 係 す る場合 が 多 く,具 体 的 措 置 を い か

　 に すべ きか 多 くの 問題 が あ る。

aii)　SC1の 役 割

　 　 ISO/TC97/SC1の 実 質 的 活 動 は1965年 頃 よ り始 め られ

　 た が,当 初 は 各SCで 作 成 され た 規 格 も少 く,そ の た め情報 処 理 各 分 野

　 の 必 要 な 用 語 を各SCで 作 成 さ れ る規 格 書 に先行 してSC1で 定義 し,

　 集 成 す る こ とが始 め られ,現 在Section　 O1,02,03,… … …20が 出

　 そ ろい,Section　 O1,02,03,04,05,06,07,10,11,12,

　 13,14,16の 各Section　 がISと して承 認 され て い る。 一 方,各

　 SCで も多 くの 規 格 が作 成 ・承 認 さ れ て い るが,　 SC1の 対 応Section

　 との整 合 が必 ず し も完 全 で は な い。 この よ うな 事 態 は 好 ま し くな いの で,
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　 現 時 点 で 改 め てSC1のTC97の 各SCに 対 す役 割 を検 討 し,用 語 及

　 び 記述 の 統一 をは か るべ きであ ろ う。 同様 の こ とが ・情 報処 理 関 係 のJ

　 IS規 格 につ い て もいえ るの で,事 態 改 善 のた めの 具 体 的 措 置 が 必 要 で

　 あ ろ う。(2.2(4),(5)参 照)

OV)　 SC1の 用語 集 の 内容 の 問題

　 　 ㈹ で 述 べ た よ うに,当 初は 各SCに ょ って作成 ・承 認 され た 規 格 書 が

　 な か っ た の で,SC1が 先行 的 に情 報処 理 分野 の 適 当 な用 語 を選 択 し て

　 用 語 集 を作 成 す る ことに 意義 が あ ったが,各SCで 多 くの規 格 書 が 作 成

　 ・承 認 され て い る現 在,SC1の 用 語 集 の内容 を 如何 に すべ きか を再 検

　 討 す る必 要 が あ るで あ ろ う。 この う ち,用 語の 選定 に関 し て,次 の 方 針

　 を 提 案す る。

　 イ)SC1と1で は,各SCで 規 格 書 を作 成す る際 に 必要 とす る 基本 的

　 　 用語 とその 定 義 を 明確 にす る。

　 ロ)介SCで,又 は新 しいSCが 組 織 され,新 分 野 の 規格 を作 成 す る場

　 　 合,そ の時 期 の イ)の基 本 用 語 だ け で は概 念 と して 不 足 とな る場合 が 起

　 　 り うる。 この よ うな 場合 は,SC1の 基本 用語 にそ れ を新 た に 加 え て

　 　 行 く。

　 ハ)各SCで 作 成 さ れ た文 書 中 の 用 語 は,参 考 と してSC1の 用 語 集 に

　 　 入 れ る。 た だ し定義 は 各 規 格 書 に ょ る もの とし,長 大 な定 義 には,S

　 　 C1と しては,そ の 簡潔 な 解 説 的 意 味 を与 え る。(例:JIS　 C6230

　 　 ～1981の 第18章 プロ グラ ム言語 の用語 参 照)

　 二)各SCの 専 門的 分野 の重 要 な 基本 的用 語 では あ るが,そ の定 義 が規

　 　 格 書 中 に ない よ うな 用語 はSC1で 扱 う。

　 ホ)情 報 処理 分野 の重 要 な 一 般 用 語 で は あ るが,ど のSCで も扱 わ れ な

　 　 い よ うな ものはSC1が 扱 う。

　 へ)情 報 処理 分 野 は 進歩 が急 速 であ るの で,新 しい用 語 でISO用 語 の

　 　 候 補 とな りうる ものは,参 考 としてSC1用 語 集 に 入 れ る。 ホ),へ)
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　 　 　 の裏 返 し として,古 くな った用 語 も参 考 と してSC1用 語 集 に入 れ る。

　 　 以 上,用 語 の 選 択 に つ い て そ の方 針 の 案 を 示 したが,そ の ほ か 用 語 の 分

　 　 類 体 系 を如何 にす るか な どの問 題 が あ る。 この よ うな問題 を 解 決 す る実

　 　 施 策 と して は,コ ン ピュー タに よ る規格 書 の 編 集 が必 須 の こ ととな る。

(3)　 JIS化 が 必要 な 分野 のISOに お け る現 状

　 　 こ こに挙 げ る事項 は,既 にISOで 議 題 とな り審 議 ・検 討 中の も の もあ

　 る の で,そ れ らにつ い ては そ の 現 状 を述 べ る。

　 (D　 プ ロ グ ラムの 文書 化

　 　 　 近 時 ソ フ トウ ェア産 業 が 発 展 し,プ ロ グ ラムが 商 品 として 扱 わ れ る よ

　 　 うにな って来 た。 この た め プ ロ グ ラ ムのdocumentに 関す る標 準 化 の要

　 　 望 が 高 ま って 来 た。 この 場 合,プ ログ ラムのdocument中 に 含 め るべ き

　 　 項 目 を標 準 化 す る こ とが 基 本 的 作業 とな るが,そ の 際そ の項 目は 次 の 二

　 　 つ の 面 に分 け て考 え る こ とが 望 ま しい。 一 つ は ブ ・ グ ラ ムの カタ ロ グ的

　 　 面 の 項 目であ り,他 は 技 術 面 の 項 目であ る。

　 　 　 　 カ タ ロ グ的 面 に つ い ては,

　 　 　 　 1)プ ロ グ ラムの購 入 者,す な わ ちマ ネー ジ ャ又 は使 用者(endu-

　 　 　 　 　 ser)が,そ れ を 買 うべ きか 否 か,又 は 利用 で き るか 否 か を 判 断

　 　 　 　 　 で き る情 報 に関 す る項 目。

　 　 　 　 2)営 業 マ ンが,そ の プ ロ グ ラム を売 り込 むため に必 要 な 情 報 に関

　 　 　 　 　 す る項 目。

　 　 　 　 技 術 面 につ い ては,

　 　 　 　 1)プ ログ ラム購入 後,使 用者 が そ れ を実 際 に使 用 で きるた め に必

　 　 　 　 　 要 な 情報 。

　 　 　 　 2)操 作 員 がそ の プ ログ ラ ムを走 行(run)さ せ るに必 要 な 情 報。

　 　 　 　 3)シ ス テ ム エ ンジ1ニヤ が そ の プ ロ グ ラ ムをinstallation　 &

　 　 　 　 　 maintenanceす る に 必要 な 情 報。

　 　 　 　 4)シ ス テ ム エ ンジ ニ や又 は 使 用 者 が そ の プ ロ グ ラム を修 正 ・改 良
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　 　 　 す るた め に 必要 な情 報

　 　 ISO/TC97/SC7で は,1976年 第6日SC7国 際 ベル リ

　 ン会 議 に おい て,System　 developmentの 際 各Stageで 作 成 す べ き

　 decument　 の 内容 の 項 目に つ い て の標準 化 を議 題 と して と りあ げ たが,

　 日本 は も っ と小 さ い,例 え ば一 つ の プロ グ ラ ムのdecnmentに つい て の

　標 準化 を行 うべ き こ とを主 張 し,具 体 的 案 を 作 成 し提 出 した。 これ はN

　 157と して登 録 され,前 者 が 完 成 後,両 者 を 合 体 す る こ と とな った。

　 1980年 第8回 ・・一 グ会 議 で,前 者はDP6592と してほ ぼ 完 成 し

　た の で,1981年5月 に予 定 され てい る第9回 ベ ル リン会 議 で は,プ

ロ グラ ムのdocumentationが 議 題 とな ってい る。1980年 末 に ドイ

　 ツよ り,WG　 2/N37(プ ・ グ ラムのdecumentation　 関 す るDI

　 Nの 英訳)が 送 付 さ れ て来 た の で,国 内SC7委 員会 では,　WG2/N

　 37を 参 考 と して,N157の 改訂 を行 い第9回 ベ ル リン会 議 に提 案 す

　 る予 定 で あ る。

(ii)ハ ー ドウェアのConfiguration　 diagram

　 　 わ が 国 では,営 業 マ ンが コ ン ピ ュー タの 売込 み に行 くときは,必 ず シ

　 ス テ ム構 成 図 を利 用 して い る。 しか し近 時,新 しい端 末,入 出 力装 置 の

　 出現 で 現 在 のJIS流 れ 図 記号 では 不 不都 合 を生 じ,特 に新 しい機 器 を

　 表 す記 号 につ い ての 標 準 化 の要 望が 高 ま って い る。 現 在 のJIS流 れ 図

　 記 号(JISC6270-1975)は,1970年 に制 定 され,1975

　 年 に改 正 さ れた もの で あ る。 これ はISOのIS1028-1973,IS

　 2636-1973　 を 合体 した もの で,制 定 時 期 が か な り古 い の で,入 出

　 力機 器 を 表 す記 号 は 時 代 お くれ に な りつ つ あ る。 そ こでSC7国 内委 員

　 会 では,ISO/TC97に 流 れ 図 記 号 とは 独 立 に ハ ー ドウ ェア のConfi-

　 guration　 diagramの 標 準 化 をnew　 work　 iternと す る よ うに 提案

　 した。 この 意 見は,第7回SC7国 際 ス ト ック ホ ル ム会 議 に 日本 か ら既

　 に具 体 案(N175)を 提 案 し,第8回 国 際 ハ ー グ会議 では そ の 改 訂 版
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　 N207を 提 案 し て 来 た が,　 SC7国 際 会 議 で は 未 だ 賛 意 が 得 ら れ て い

　 な い の で,TC97へ 直 接 提 案 す る 措 置 が と ら れ た 。

㈹ 　 プ ロ グ ラ ム の 基 本 的 論 理 構 造 を 示 すKeyword

　 　 ブ ・ グ ラ ム 設 計 時 に,典 型 的 論 理 構 造 を 示 すKeywordを 利 用 す る こ

　 と が 広 く 行 わ れ て お り,こ れ の 標 準 化 が 望 ま れ る よ う に な っ た 。 一 方,

　 ISOで も イ ギ リ ス が プ ロ グ ラ ム のbasic　 constructsの 概 念 と 用 語

　 を 標 準 化 し ょ う と い う提 案 を 第7回SC国 際 ス ト ッ ク ホ ル ム 会 議 の 頃 よ

　 り提 案 し て い る 。SC7国 内 委 員 会 で は,第8回SC7国 際 ハ ー グ 会 議

　 にkeywordの 標 準 化 を 主 張 し,　 SC7を 通 し てST97へ こ の 問 題 を

　 newwork　 itemと す る 提 案 を す る こ と を 議 決 さ せ た 。1981年3

　 月 実 際 に こ の 措 置 が と ら れ た 。

{V)流 れ 図 の 改 訂

　 　 流 れ 図 に つ い て 既 に ㈹ に 述 べ た が,ISOに お い て も1978年 第7

　 図SC7国 際 ス ト ッ ク ホ ル ム 会 議 以 来,イ ギ リ ス が 中 心 に な っ て 流 れ 図

　 の 改 訂 作 業 を 行 っ て い る 。 ス ト ッ ク ホ ル ム 会 議 で の 各 国 の 意 見 に よ っ て

　 原 案 を 修 正 し た も の をDIS5807と し,こ れ をDISと す る か 否 か の

　 投 票 が 行 わ れ た が,こ の 投 票 の 対 象 と な っ た 文 書 は 極 め て 粗 雑 に 編 集 さ

　 れ て お り,ス ト ッ ク ホ ル ム 会 議 の 意 見 が 反 映 さ れ て お ら ず,日 本 を は じ

　 め 主 な 国 は 反 対 投 票 を し た 。1980年 ハ ー グ 会 議 で 再 審 議 さ れ,イ ギ

　 リス が こ れ を ま と め たH229と い う文 書 が1981年1月 に 送 付 さ れ

　 て 来 た 。 こ れ は1981年5月 に 予 定 さ れ て い る ベ ル リ ン 会 議 の 議 題 と

　 な っ て い る 。H229の 内 容 は,　 flowchartをprogram　 flσwchart,

　 data　 flow　 chart　 system　 flowchart,　 programnetworkchart,

　 Configuration　 chartの 四 つ に 分 け,用 い る 図 記 号 も 各chartで

　 そ れ ぞ れ 制 限 を し ょ う と し て い る も の で あ る 。 国 内sc7委 員 会 で は,

　 program　 netwo日(chart及 びConfiguration　 chartは,前 三 者

　 と は 性 格 が 異 な る も の で あ る の で,別 規 格 に す べ き こ と を 提 案 し て い る 。
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　 　㈹ の 提 案 は この 趣 旨に よ って い る。

　 (V)　 System　 developmentのdocumcation

　 　 　 この 問題 がISOで 既 に審 議 さ れ,DP6592と して 完 成 に近 づ い

　 　 て い る こ とは(Dに 述 べ た。 しか しDP6592の 中 には,プ ロ グ ラ ムの

　 　 documentionを 部分 的 に含 むの で,プ ロ グラ ムのdocomentationの

　 　 標 準化 が 進 ん だ 段階 で整 合性 を 再 審議 す る必 要 が で て くる であ ろ う。 そ

　 　 の 成 行 きは,5月 に予定 され てい る第9回 ベル リン会 議 に依 存 す るで あ

　 　 ろ う。

　 　 　 DP6592の 内容 は,　 Systemを 作 成 してい く段階 と,各 段 階 で作

　 　 成 され るべ きdocumentの 種 類 及 び そ の 内容 に含 め るべ き項 目を示 し

　 　 た もの で あ る。

(4)　 JIS化 が 必要 な分 野

　 　 以 下 には,早 急 に標 準 化 が 望 まれ て い る事 項 を 列 挙 し,そ の必 要 性 又 は

　 それ の 標 準 化 に際 して考 慮 すべ き点 な どを示 す。

　 (D　 ソ フ トウ ェアの 流通 につ い て

　 　 　 ソ フ トウ ェア 流通 促 進 の た めの 施 策,情 報 処 理 振 興事 業 協 会 等 に 関す

　 　 る法 律 が 昭和45年 に制 定 され て か ら10年 以 上 が経 過 した 。 そ の 後,

　 　 この 法律 に 基 づ く諸 々の 施 策 の効 果,社 会 的環 境 の 変 化 等 もあ って,今

　 　 後 本格 的 な ソ フ トウ ェア流 通 の時 代 を 迎 え よ う と してい る。

　 　 　 ソ フ ト ウ ェア 流 通 の背 景 を 見 る と,ま ず 施策 と しては,

　 　 ① 情 報 処 理 振 興事 業 協 会 の特定 プ ロ グ ラム委 託 開 発制 度

　 　 ② 情 報 処 理 振 興 事業 協 会 の特 定 プ ロ グ ラ ム普 及事 業

　 　 ③ ソ フ トウ ェア生産 技 術 開発計 画

　 　 ④ 特 定 機 械 情 報 産業 振興 臨 時措 置 法 に 基づ く ソフ トウ ェア業 の 高度 化

　 　 　 計 画 の 策定

　 　 ⑤ 情 報 処 理 振 興 事 業 協会 の プ ・グ ラム 登録 制 度 とプ ・グ ラム準 備金 制

　 　 　 度
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が行 われ て い る。

　一 方,社 会 環境 の 変 化 につ い て は,次 の様 な 状況 が あ げ られ よ う。

イ)コ ン ピ ュー タの普 及 ・発 展

　　 今 や コ ン ピ ュー タは,そ れ な く しては 社 会 経 済 が 成 り立 た な い ま で

　 に普 及 ・発 展 した。 そ の た め ア プ リケー シ ョン も非 常 に広 範 囲 に わ た

　 り,企 業 の業 種 や形 態が 異 な って も,あ る 部分 では 共 通 の シス テム を

　 使 用 で き る状 況 にな って きて い る。

ロ)新 規 開 発工 数 の不 足 と開発 費用 の 増 加

　　 現 在 まで に各 企 業 で 個 別 に開 表 さ れ た シス テ ムは 大 変 な数 に のぼ り,

　 そ の メン テナ ンス要 員 は,開 発 要 員 の7割 ～8割 も必 要 とす る と言 わ

　 れ てい る。 特 に,シ ス テ ムの規 模 が 大 きけ れ ば 大 きい 程,ま た シス テ

　 ムが 古 くな れ ば な る程 メ ンテ ナ ンス 工数 は 増 大 し,シ ス テ ムの 品質 の

　 維 持 が 難 か し くな って い く。 こ うした 中 で各 企業 の コ ン ピュー タ部 門

　 は さ らに シス テ ムの 新 規 開 発,古 い シス テ ムの 再 構 築 を迫 られ るわ け

　 であ る。 一 方,人 件 費 の 高 騰 は ハー ドウ ェアの 値 下 が り との対 比 もあ

　 って,新 シス テ ムの 開発 は非 常 に費 用 が か か る とい った 印 象 を与 え る

　 よ うにな って き てい る。

ハ)開 発 期間 と品質 保 証

　　 ソ フ トウ ェア の開 発 期 間 の 短 縮 は現 在非 常 に大 きな問 題 に な りつ つ

　 あ る。 例 え ば 工場 建 設 との 関 係 で 見れ ば,工 場建 設は,産 業 機 械 の発

　 達,資 材 の 規格 化 等 に ょ って非 常 に短 期 間 で完 成 す る こ とが可 能 にな

　 って い る。 コ ン ピ ュー タの ハ ー ドウ ェアの 納 期 も これ に 合 わせ る こ と

　 は 可 能 であ る。 しか し,ソ フ トウ ェアの 開発 が間 に 合 わな い とい っ た

　 ケー スが い くつ か発 生 して い る。 さ らに,完 成 した ソ フ トウ ェアで も

　 立 上 り以 後 相 当 の 期 間 は バ グ に悩 ま さ れ る。 運 用 面 か ら 見る と普 通の

　 シス テ ムでほ 讐完全 に パ グが つ ぶ れ るの に1年 は かか る と見て よい。
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二)そ 　 の 　他

　 　 コ ン ピ ュー タ メー カの 販 売政 策 と して,ハ ー ドと ソフ トの価 格 分 離

　 が打 ち出 され,従 来,形 の無 い もの に価 値 を 認 め な か った 我 が 国で も

　 少 しず つ"ソ フ トウ ェア も商 品"と い う認 識 が で きつ つ あ る。

　 　 オ フ ィス コ ン ピ ュー タの 普 及 に よ って,ソ フ トウ ェアの 開発 余 力の

　 生 み 出せ な い 分 野 に ま で コ ン ピ ュー タが 入 りこむ よ うに な って きてい

　 る。

　 　 以上 の よ うな 状 況 か ら今 後 急 速 に ソフ トウ ェアの 流 通 が促 進 され る

　 ことは 間違 い ない と 見て よ く,事 実,ソ フ トウ ェアの 売 り上 げ も年 々

　 大 巾 に増 加 して い る。 ソ フ トウ ェア 関連 の規 格 化 が 急が れ る所 以 であ

　 る。

　 　 ソ フ トウ ェア 関連 の 規 格 と して は下 記 の項 目 が 考え られ る。

　 ① ソ フ・トウ ェア の商 品 分 類 コー ド

　 ① ソフ トウ ェアの カ タ ロ グ

　 ⑪ ソ フ トウ ェア の ドキ ュ メ ン ト

　 ⑰ マ ニァ ル の書 き方
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(D　 ソ フ トウ ェア の 商 品 分 類 コー ド

　 　 ハー ドウ ェアの コス ト低 下,ソ フ トウ ェアの 生 産 性 の低 迷,ブ ・グ ラ

　 マの 不 足,人 件 費 の上 昇 な どに よ って,ソ フ ト ウ ェアの 開発 費 は 相 対的

　 に甚 だ し く高 騰 し,こ れ を 避 け るた め に,米 国 では す で に10年 以 上 も

　 前 か ら商 品 と して の汎 用 ソ フ ト ウ ェア ・パ ッケー ジが 生れ,そ れ らの流

　 通 市 場 が 形 成 され て きた。

　 　 わが 国 に おい て は,い わ ゆ る機 電 法 が 昭和53年 に ソフ トウ ェア業 を

　 加 え て機 構 法 とな り,ソ フ トウ ェアは 工業 製 品 と して 一 応 の市 民 権 を 獲

　 得 し,ま た ソ フ トウ ェア製 品 の流 通 を促 進 させ る た めの 公 的機 関 と して,

　 ソ フ トウ ェア流 通 促 進 セ ンター も生 れ た 。 しか し,ソ フ トウ ェア商 品 が

　 商 品 と しての 地 位 を得 てい るか とい うと,あ らゆ る面 でそ うな って いな

　 いo

　 　 例 え ば,ソ フ トウ ェア とい う商 品 の 売上 高,購 入 高は,個 別 ソ フ トウ

　 ェァ開 発 業 務 や プ ロ グ ラマ派 遣業 務 の 中 に埋 れ て しま って い る。.ま た,

　 商 品名 を 登録 し よ うと して も,登 録 す べ き分 類 が 工 業 所 有権 法 の 中 の 商

　 標法 施 行 規 則 の第1類 か ら第34類 の 分 類 に含 まれ てteら ず,法 律 に ょ

　 る保 護 の 対 象 外 とな ってい る。

　 　 商 標 権 の 問題 は さて お き,こXで は 商 品 と して の扱 い を具 体 化 す る基

　 礎 的 事 項 の 一 つ と して,商 品 コー ドに ソ フ トウ ェア を加 え る こ とを提 案

　 す る。

　 　 JISに は,す で に 商品 分類 コー ド(C6267)が 制 定 され て い る

　 が,ソ フ トウ ェアの コー ドは これ には 定 め られ て いな い。 やy近 い 商 品

　 と して,大 分類 コー ド4,最 終 製 造 品 の 中で,録 音 テ ー プが9272と

　 い う コー ドを与 え られ て い る。 ソフ ト ウ ェア商 品は 少 な くと も小 分 類,

　 希 ま し くは 中 分類 コー ドが与 え られ るべ きであ る と考 え る。

　 　 た ぼ,若 干 の 問題 が 残 るのは,ソ フ トウ ェア 商 品 を,ど うい う考 え 方

　 に従 って 細 分 類 す べ きか,に つ い て で あ る。 す な わ ち,録 音 され た テ一
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　 一 プの よ うに,媒 体 の形 態 で細 分 化 す るか,内 容 物 と しての ソ フ ト ウェ

　 ア の性 格 で分類 す る かの何 れ か が 考 え られ る。

　 　 また,JISの 商 品 分類 コー ドの 他 に,行 政 管 理 庁が 統 計 審議 会 に諮

　 聞 し,そ の 答 申 として ま とめ られ て い る。 全 国統 計 協会 連 合 会 刊 行 の

　 「 日本 標 準 商品 分 類 」が,統 計 上 の 分類 に利 用 さ れ て い るが,こ れ に も

　 ソ フ トウ ェアは 商品 と して扱 わ れ て い ない。

　 　 さ らに 視野 を 世 界 に 拡 げれ ば,国 際連 合 が発 行 してい る 「標準 国際 貿

　 易 商 品 分類 」には ソフ トウ ェアは お ろ か,ハ ー ドウ ェアさ え も分類 が 与

　 え られ て い ない 。

　 　 これ らの 各種 の分 類 コー ド表 の す べて に対 して,ソ フ トウ ェアを 商 品

　 と して扱 うよ うにす る必要 があ る。

(iD　 ソ フ トの カ タ ロ グ

　 　 ソ フ トの 購入 を検 討 す る場 合,コ ン ピ ュー タ メー カ提 供 以 外 の もの は

　 現 状 で は 案 外求 め に くい。 そ の理 由 は適 当 な ソ フ トウ ェア カ タ ロ グが 非

　 常 に少 ない こ と,ま た ソ フ ト ウ ェア カ タ ログの 表 示 方 法が 統 一 され て な

　 く,同 じシス テ ム同志 を比 較 検 討 す る こ とが 極 め て 難 か しい こ とで あ る。

　 現 状 では 取 引 き も少な く,検 討 期 間 もあ る程度 か け て い る た め問 題 な い

　 よ うであ るが,今 後,取 引 きの 増 加 に と もな って トラ ブルが 発 生 す る危

　 険 があ る。

　 　 カ タ ロ グへ の 表示 項 目(例)

　 　　 　 英概 要

　 　　 　 ×特徴

　 　　 　 祷機 能

　 　　 　 苦効果

　 　　 　 英適 用 分野

　 　　 　 +適 用機 種(構 成,OS)

　 　　 　 苦開発年 月 及 び 現 在 の バ ー ジ ョン
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　 　 　 　 普保 守

　 　 　 　 普価 格

　 　 　 　 苦 トラ ブル(バ グ等)発 生 時 の 補 償 の範 囲

　 　 　 　 苦使 用 言 語

　 　 　 　 祈そ の他

　 　 そ して 表 示項 目の 内容 の あ らわ し方 に つ い て も基 準化 す る必 要 が あ る。

　 例 え ば 価 格 につ い て は,使 用範 囲が 企業 全体 か事業 所単 位 か 関連 企業 は

　 ど うな るか 等 商品 が ソ フ トウ ェア な るが 故 の難 か しさが あ る。

　 　 ソ フ トの取 引 きに つ い て,発 注,売 買の た めの 文 書,内 容,項 目につ

　 い て も基準 化 が 必要 で あ る。

(m)　 ソ フ トの ドキ ュメ ン ト

　 　 ソ フ トの ドキ ュメ ン トの 標準 化 は重 要 な課 題 であ る。 現 在 は コ ン ピ ュ

　 一 夕 メー カに ょ っ て ドキ ュメ ン トが 異 な る うえ ソ フ トウ ェア ハ ウス に ょ

　 って も,さ らに企 業 毎 に ょ っ て も異 な る状 況 で あ る。 そ れ ぞ れ に歴 史 が

　 あ り使 い勝 手 もあ るた め統 一 は 難 か しい とは 思 うが コス トが 高 く無 駄 に

　 な って い る こ と も事 実 であ る。 特 に ソ フ トウ ェアの 流 通 を考 え る場合 は

　 ドキ ュメ ン トの 標準 化 は 欠 かせ な い もの とな ろ う。

　 　 い ろ い ろな会 社 の ソ フ トウ ェア を購 入 す る場 合,そ れ ぞ れ の ドキ ュメ

　 ン トを認 めれ ば そ の 管 理は パ ラパ ラに な って しま う。 逆 に,自 社 の ドキ

　 ュ メ ン トに全 てを 合 わ せ よ うとす れ ば,そ の作 り直 しの手 間 は 大 変 であ

　 る。

　 　 最 近 の コ ピー技 術 の 進 歩,簡 易 印 刷 機械 の普 及 を考 え,し か も人間 が

　 管 理 す る こ とを考 え る と標 準 化 は 極 め て難 か しい か も しれ な いが,統 一

　 まで には相 当 の期 間 を要 す る であ ろ うか ら基準 を決 め るのは 早 い 方が 良

　 い 。 標 準 ドキ ュ メ ン トが 使 い易 い もの で,安 価な 市 販 品 とな り,さ らに

　 情 報 処 理 技 術者 試 験 等 で採 用 す れ ば 普 及 はそ う難 か しい こ とで は な い。
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OV)マ ニ ュアノじの書 き方

　 　 現在,情 報処 理 に関 す るマ ニ ュア ル の作 成 は,種 々の 方 式 で行 わ れ て

　 い る。 又,作 成 さ れ てい る環 境 もま ち ま ちであ る。 マ ニ ュア ルの 作 成 目

　 的 は,コ ミ ュニ ケー シ ョン用 ツー ル と して であ るの で,本 来 標 準 化 さ れ

　 て い る こ とが 望 ま しいが,コ ミ ュニケ ー シ ョン ツー ル の常 と して 作成 者

　 が 変 る と,そ の 記述 内容 や 方式 が 変 化 す る し,同 一 の 人 が 作 成 して も,

　 相 手(マ ニ ュア ル を読 む人)に ょ って,そ の記述 内 容 や方 式 が 変 化 す る。

　 また,マ ニ ュア ル を通 して,伝 達 した い対 象物 の性 格 に ょ って も,記 述

　 内容 や 方式 が変 化 す る。 この 他 に も,記 述 内容 や 方式 を変 化 させ る要 因

　 は 多 々あ る。 ま た,同 一 の マ ニ ュア ル で も,読 む人 に よっ て,意 味 の と

　 り方,理 解 の仕 方 が 異 な る場 合が あ る。

　 　 マ ニ ュアル の書 き方 が 標 準 化 さ れ る こ とに よ る メ リ ットは,各 界 の各

　位 が,各 所 で唱 え て お られ るが,一 向に 現実 化 しな い。 そ の 理 由 には,

　上 述 の よ うな マ ニ ュアル 作成 の標 準 化 や 規格 化 の推 進 を 阻 害 す る要 因 を,

　排 除 す る努 力が な され て い な い か らだ と考 え る。

　 　 既 に,マ ニ ュア ルの 書 き方 を標 準 化,規 格 化す る こ との 必 要 性 は,大

　半 の 人 が 認 めて い る と考 え られ るの で,如 何 に して そ の 推 進 をす る か,

　 また,推 進 す るた め には,ど の よ うな環 境 を作 るべ きか,を 検 討 す る こ

　 とが 先決 で あ る。 逆 に言 う と,推 進 す るため の環 境 の標 準 化 や 規格 化 を

　行 な う方 が,現 実 性 を 持 っ てい るや も知 れ な い。例 え ば,昨 今 利用 分 野

　が 拡 大 しつ つ あ る ワー ドプ ロ セ ッサ を利 用 す る ことに ょ って,或 る種 の

　マ ニ ュア ル は機 械 的 に作 成 さ れ る よ うな環 境 を作 り,そ の 環 境 を標 準化

　 ・規格 化 す る とい うよ うな 方式 を検 討 す る ことで あ る。

　 　 この よ うな 行 動 を 起 す に 際 して も,現 在,作 成 さ れ て い る マニ ュア ル

　が,ど の よ うな環 境 で 作成 さ れ て い る かを綿 密 に調査 す る 必要 が あ る。

　一 般 の工 業 製品 に 関す る マ ニ ュアル の標 準 化 ・規 格 化 を考 え る場 合 と情

　報処 理 に 関す る マ ニ ュ アルの 標 準 化 ・規 格化 を考え る場 合 とは,そ の 根
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底 に大 きな 差 異 が あ る こ とを認 識 しな け れ ば な らな い。 そ れ は一 般 の 工

業 製 品 の 場 合 には,製 品 自体 が,標 準 化 ・規 格 化 され て い る部 分が 大 半

であ る に比 して,情 報処 理 の場 合 には,大 半 の 部 分が,標 準 化 ・規格 化

さ れて い な い とい うこ とで あ る。

　 標 準 化 され た もの を表 現 す る行 為 を,標 準 化 ・規格 化 す るの と・ 非 標

準 品 を 表 現 す る行 為 を,標 準 化 ・規 格 化 す るの は,大 きな 差 が あ る。 故

に,情 報 処 理 関 係 の マ ニ ュア ルの 書 き方 を,標 準 化 ・規 格 化 す る為 には,

独 自の 研 究 ・検討 が 必要 であ る。

　 マ ニ ュア ル の書 き 方 とい う と,2つ の 受 け と り方が あ る と考 え る。 そ

の一 つは,章 ・節 ・項等 の 書 き方 に 代表 され る,単 な る文 章 を並 べ る順

序 につ い て の方式 と して受 け とる場 合 であ り,他 は,文 章 そ の もの の書

き方,単 語 の 使 い 方 につ い て の 方式,と して 受け とる場 合 で あ る。 現 在

で も,前 者 に対 しては,或 る一 定 の 方式 が推 薦 さ れ てお り,事 実,相 当

の範 囲 で,標 準化 ・規 格 化 が 進 ん でい る もの と推定 され る。 しか し,マ

ニ ュア ルの 必 要性 は,先 に も述 べ た よ うに,コ ミ ュニ ケー シ ョン用 ツー

ル であ るの で,"文 章 を 並 べ る順 序"等 を標 準 化 ・規 格 化 して も,マ ニ

ュア ルの 書 き方 が 標 準 化 ・規 格化 さ れ た とは 言 え ない 。

　 コ ミ ュニ ケー シ ョン用 ソー ル として の 文 章 そ の もの の 書 き方 が 標 準化

・規格 化 さ れ ね ば ,真 の メ リ ッ トは 出 な いは ず で あ る。 特 に,我 々は,

日本 語 を使 用 して お り,そ の 言語 が 持 つ 特 性 と して,や や もす る と,正

確 な コ ミ ュニ ケー シ ョンが 出来 な くな るよ うな,文 構 造 を,作 り上 げ て

しま う危 険 が あ る。

　 この よ うな観 点 に た って 考 え る と,現 在,作 成 され て い る数 多 い マ ニ

ュアル に対 す る,各 種 の 不 安 感 が 生 じて くる。 正 確 な コ ミ ュニケー シ ョ

ンが行 え な い危 険性 を秘 め た マ ニ ュア ル で,あ た か も,正 確 な コ ミュニ

ケー シ ョンが 行 わ れ たの 如 く,確 信(実 は 誤 解)し 　 い る こ とは,情 報

処 理 の発 展 を阻 害 す る だけ では な く,世 の 中を 混乱 させ る原 因 ともな り
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　 かね ない。特 に,情 報処理 の経済 活動 に対 す る重要度 が高 まれば 高 ま る程,こ

　 の問題は重大 な問題 とな るので,早 急 に対策 を検討 す るこ とが必要 であ る。

M　 コー ド

　 　 コー ドは 元来,頻 繁 に利 用 す る各種 名 称,概 念,物 品 等 に簡 単 な キ ャ

　 ラ ク タ表 示 を 与 え,広 義 の 情 報 処理 を しや す くす るた めの 存 在 で あ る・

　 情 報 処 理 の 目的,し か た に応 じて コー ドの きめ方 を選 ぶべ きであ る・ 逆

　 に一 旦 コー ドを きめて しま うと,そ の コー ドの構 造 ・構 成 が 情 報処 理 の

　 能 力 を制 約 して しま う。

　 　 この た め,目 的 に対 応 した コー ドの 選 択 が大 切 で あ り,一 度 選 択 した

　 な らそ の 良否 が 利 用者 の 批 判 の 対 象 とな り うる。

　 　 もち ろん,コ ー ドは,そ れ を与 え るべ き対 象(例 えば府 県 名,学 校 名)

　 に応 じて 作 成 され る。 従 って対 象 の 特性 ・特 徴 を十 分 に知 って い る こ と

　 が コー ド作 成者 に と って要 求 され る。 それ と とも に,そ れ ら対象 に つ い

　 　て 行 う処 理 の 内容 に応 じて コー ドの 構 造 を考 え な け れ ばな らな い。

　 　 　この た め コー ドには,通 常 行 わ れ る処 理 を予 想 し て,一 般 的 な構 造 を

　 考 え る こと もあ り,ま た処 理 の 種 別 に 応 じた複 数 の 標準 型 を 考 え る こ と

　 　もで き る。

　 　 　したが って コー ド制 定 の 問 題 には,処 理 の 知識 と コー ド対 象 事物 の 所

　 属す る 分野 の 知識 を備 え た 人 々が 携 さ わ らな け れ ば な らな い 。 従 来JI

　 　Sに お い て 行 わ れ た結 果 か ら見る,①JIS各 部 門 の 固有 の 規 格 と して

　 制 定 さ れ た もの と,②JIS固 有 の 部 門 が な くて,し か も コ ン ピュー タ

　 　処 理 に おい て使 わ れ る こ とが 多い た め,情 報 部 門で制 定 さ れ た もの(例

　 え ばJISC　 6260都 道 府 県 コー ド,C6262日 付 の コー ド,

　 　 C6302大 学 ・高 等 専 門学 校 コー ド等)と が あ る。

　 　 　この 後 者 の カテ ゴ リー の ものは,当 初 コ ン ピ ュー タ処 理 に必 要 との こ

　 　とで 取 り上 げ られ た が,実 は コー ドと して は,コ ン ピュー タ処 理 とは 関

　 　係 な く,極 め て 広 い範 囲 に利 用 され る もの が多 い 。 例 えば 日付 ・時 刻 の
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表 示 コー ドな ど,C部 門 とは 全 く関 係 が な く,社 会 生 活 一 般 に 関係 した

もの であ る。 これ を 「デ ー タ処 理 機械 を用 いて … …情 報 を交 換 す る場 合

の … …表 示」 であるから とい う理 由で,狭 義 の情報処理(デ ー タ処 理)の 観

点 だ け か ら きめ る こ とは 不 当 では あ る ま い か。 む しろ,a)関 係 分 野

(日 付 ・時刻 な らば社 会 生 活一 般)の 習 慣 を整 理 した もの で ,b)デ ー

タ処理 に も差 し支 え な い もの,を 標 準 化 して規 格 とす べ きで あ ろ う。

　 実体 を いえ ば,JISのA…Tの い ず れ の部 門 の 問 題 で もな い の で,

普 通 な らばZ部 門 に いれ る と ころ であ るが,デ ー タ処 理 普及 の 初 期 に お

い て,コ ン ピ ュー タ関 係 者 の 手 に 委 ね られ た と解 すべ きで あ ろ う。従 っ

て今 後 の 方針 と しては

　 ⑤ コー ド化 の 原 則 の うち,デ ー タ処理 機 械 の観 点 か ら出 て くる要 求

　 　 条 件 を 明 かに した ガ イ ドライ ン を情 報 部 門が 制定 す る。

　 ⑮A…Tの 諸 部 門 に 関 す る個 別 コー ドの 制 定は 当該 部 門 で行 う。

　 ㊤ 　 A…Tに は ピ らな い 場 合 にはZ部 門 で制 定す る。

とい う ことに す るの が 妥 当 であ ろ う と考 え られ る。

　 な お 現 存C部 門扱 い の コ ー ドの うち には,

　 口)　 「大 学 ・高等 専 門学 校 コ ー ド 」の よ うに特 定 省 庁 ・機 関(こ の 場

　 　 合 に は文 部 省)の 行 政 上 の業 務 範 囲 内にあ る もの は な るべ く今 後 取

　 　 り上 げな い こ とにす る。

　 (ロ)も し当該 関係 機 関 が 広 く一 般 の 利 用 を希 望 す る と きは,JISに

　 　 取 り入 れ る こ とは 差 し支 え な い が,改 訂 がJISの 改 訂 と矛 盾 しな

　 　 い こ とを条 件 とす る。

　 また,一 般性 の あ る対 象 に 関す る コー ド(特 に 産業 にの み 関係 す る も

の では な い 場合)で 規 格 化 が 望 ま しい と考 え て も,以 下 の よ うなJIS

化 は 避 け る。

　 (a)　 JIS以 外 の 規 格 又は 類 似 の 規 範(団 体 規 格,法 令,教 育 上 の規

　 　範 等)に よ りうる場合 はJIS化 を避 け る。
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　 　 (b)他 の 権威 に ょ り内 容変 更が 起 り得 る もの はjISに 入 れ な い(例,

　 　 　現 行C6305　 「地 目 コー ド」は 不 動 産 登 記 施行 令 の 指定 す る地 目

　 　 　 をそ の まま 採 用 して い るの で,JISと 無 関 係 に施行 令 の改 正 が 行

　 　 　 われ る場合 矛 盾 を生 じる)。 即 ち 自己完 結 的 でな い規 格 をJISに

　 　 　 は作 らな い よ う注 意す る。

　 　 な お,以 上は コー ドに 関 して述 べ たが,コ ー ドに類 似 す る性 格 を持 つ

問 題 と して,「 絵 記号 」(pictogra㎜e)が あ る。 そ の考 え方 は コー

　 ドにつ い て述 べ た こ とを準 用 で きる と考 え られ る。

(vD　 日本 語 情 報 処 理 標 準 化

　 　 日本 語 が 情 報 処 理 の 中 で 広 く用 い られ つ つあ るが,現 在 の 所 コー ド系

　 以 外はJIS化 さ れ てい な い。 今 後 の 日本 語 処 理 の発 展 を 考 え る と,例

　 え ば 次の 様 な点 に 関 して も標 準 化 を考 え て ゆ く必要 が あ る と考 え る。

　 　 ㈲　 日本 語 記 述 の プ ロ グ ラム言 語

　 　 　 　 日本 語 でCOBOL,PL/1等 を記 述 す る様 に な る事 を考 え,こ れ

　 　 　 らに つ い て(表 記法)の 標準 化

　 　 (ロ)字 体(字 形)及 び 文 字 パ ター ン

　 　 　 　 デ ィス プ レ イ装置 での 表示 や 印刷 装 置 で の 印 字 に 関 しては 字 体 及

　 　 　 び 文 字 パ ター ンの 標 準 化

　 　 　 出 力文 字 パ ター ン

　 　 　 　 ① 　字 体(字 形)

　 　 　 　 ② 　 ドッ ト数

　 　 　 　 ③ ドッ トパ ター ン

　 　 内 　 日本 語辞 書 フ ァ イル

　 　 ←)　 日本 語 入 力

　 　 　 　 日本 語入 力 の た め の キー ボ ー ドな ど。 現 在 の 和 文 タ イ プ ラ イ タキ

　 　 　 ー ボー ドとの 関 係。
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　 　 　 　入 力用鍵 盤

　 　 　 　 　 ① 鍵 盤 の 形 式(タ ブ レ ット形,多 段 シ フ ト形,ヵ ナ ・漢 字 変

　 　 　 　 　 　 　換形)

　 　 　 　 　② 　収 容 文 字数

　 　 　 　 　 ③ 　 　〃 文 字 種

　 　 　 　 　④ 鍵 盤 配 列

　 　 　 　 　⑤ 　 外 字 入 力方 式

輌 　端 末 機 器 の 操 作 性

　 　 ア メ リ カや ヨー ロ ッパで は 労働 組 合 の働 きか け に よ り,職 場 環 境 とし

　 て の端 末 機 器 の 規 格 化 が 進 ん で い る様 で あ る。 西 ドイ ソで は,DINの

　 ドラ フ トの 段 階 ま で来 て い る様 で あ る。 日本 に お い て も先 ずは 標 準 化の

　 ため の研 究は 必要 と思 う。

　 　 ・デ ィス プ レ イ画 面 の リフ レ ッシ ュ周期

　 　 ・デ ィス プ レ イ 画面 の文 字 と背 景 の 色

　 　 ・画面,キ ー ボ ー ドの 角 度,位 置

　 等

㈹ 　 イ メー ジ情 報(絵)の 表 現 方法

　 　 今後 は コー ド化 情 報 の み な らず,非 コー ド化情 報(イ メー ジ情 報)も

　 取 り扱 う様 にな る。 この 場 合 の 信号形 式,圧 縮 方 法,表 現 形 式 等 の 標準

　 化

φ◇　 機密保 護 に関 す る事 項

　 　 今後 情 報 処 理 シ ス テ ムが 社 会 の すみ ず み ま で行 きわ た るに つれ て,デ

　 一 夕の維持,管 理,ブ ラ ィパ シー の保 護 が ます ま す 重 要 にな って来 る。

　 暗号 化方 式 もそ の1つ で あ るが,こ の 面 での 標 準 化 が 必 要。

(X)シ ス テ ム解 説 書 の ガ イ ドライ ン

　 　 デ ー タ処 理 シス テ ムの規 模 が 大 き くな る に つれ て,メ ー カが 提 供 す る

　 シス テ ムの 解説 書 は 膨 大 な もの と な り,多 くの 使 用 者 が,比 較 的一 般
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　 的 な プ ロ グ ラ ム言 語 を用 い て 自分 の プ ログ ラ ムを走 行(run)さ せ た い

　 と き,ま たは 端 末 か ら入 力 して走 行 させ た い と き,メ ー カの提 供 した マ

　 ニ ュァ ル か ら自分 に 必要 な情 報 を と り出す のは 極 め て困 難 であ る こ とは,

　 以 前 よ り指 摘 され て い た 問題 で あ る。 この よ うな 使 用者 の た め に要 領 よ

　 く簡 潔 に必 要十 分 な情 報 を与 え る解 説書 の ガ イ ドライ ンを 標 準 化 す る こ

　 とは 極 め て重要 で あ る。

(xDそ 　 の　 他

　　 以 下 に は,EDPユ ーザ 団体 連 合 会,日 本 電子 工業 振 興 協 会 等 か らJ

　 IS化 が必 要 な 分野 と して要望 の あ った もの を2.2規 格 作 成 ・管理 上 の

　 問 題(2)作 成 管理 上 の 属 性 か ら見た規 格 の 分 類 に,事 務 局 で 分 類 した もの

　 で あ る。
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